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報告書刊行に寄せて

天理大学 学長 橋  本  武  人

世の中がますます自己中心に傾いていく風潮にあっても、世のため人のために何かをしたいと考えて

いる若者は多い。ただ何をしたら良いのか分からずに、また一寸した勇気がないままに何もできずにい

る者も多い。この事実は「国際参加プロジェクトの話を聞いた時は、『これだ !』 と思いました」とい

う一学生の感想文によく表現されている。

ほとんど全員が下痢に悩まされながら、炎天下の労働はさぞ大変だったと思う。それでも作業をとも

にする現地の人々、恐らく社会的には底辺にある人々との屈託のない交流、また興味半分にしる作業を

手伝ってくれる純真な子どもたちとの交わりが、言葉が通じないハンデはあっても学生たちを勇気づけ、

さらに一つの仕事を共働で成し遂げるという喜びを与えている。

一方、デリーからアグラヘのバス旅行、デリーやムンバイという大都市や空港での体験を通じ、巨大

なインドの多様な側面をかいま見て、大きなショックを受けたことも明らかにされている。たとえば、

ゆたかな社会を実現した日本では想像もできない貧困の現実に直面して、どうしたら良いか分からずに

悩む様子も綴られている。広く世界に視野を拡大する上での貴重な体験である。

日本であたりまえに思うことがあたりまえでない世界を知りながら、「一緒に作業をして汗を流した

現地の人々と私たちの間には国境はなかった」とか「人のために何かをすることには国境はないと感じ

た」と綴る学生たちにとっては、在り来りの研修旅行では味あうことのできない、本当に実りゆたかな

2週間であったと思う。

日ごろ唱導する「他者への献身Jを国際的なスケールで実践するこのプロジェクト、本年度から「国

際協力論」の実習としてカリキュラムの中に取り込まれることになった。今後はこれが世界の各地で展

開されるよう一層の発展を期するとともに、大方のご賛同とご協力を願って止まない。



報告書刊行に寄せて

天理大学後援会 会長

今、地球は人口増と食糧・水・エネルギーの不足、開発にともなう環境破壊や紛争による住民への被害

などのために、国境を越えた援助や l′力力が強く叫ばれている。また富める国の中にあって、全世界人口

の80%を 占める、貧しい国の貧しさは、ただ経済的貧困だけでなく、教育、医療等人々の生活、生命など、

さまざまな側面に影響を与えている。人類社会が抱える多くの問題の中で、人はどのように協力してい

くべきか、国際協力への取り組みは容易ではない。日本はODA〔政府 政府機関から供与される無償資

金援助・技術協力〕を通じて開発途上国の経済開発、福祉向上のために多くの資金を提供しているが、

NGO〔非政府機関〕が果たしている役割は今なお小さい。それは国際協力についてのノウ・ハウや知

識が十分蓄積されておらず、また、それをサポートする体制も十分整っていないからだと言える。まず、

国際協力についての知識、その仕組みや問題点を理解し、語学力やボランテイア精神を養っていく必要

がある。

幸い、本学では国際参加プロジェクトのプログラムを立ち上げ,後援会もバック・アップさせていた

だいている。参加学生のレポートを読ませていただくと、国際協力活動の意味合いが〆スえてくる。「人

間として大きく成長できたJ「新しい人間に生まれ変わった」「驚きと発見の連続で,すごく新鮮で刺激

的だったJ下痢等体調不良の中、多くのこととを学んでくれている。すべての人が互いに手を差しのベ

合う「共生」の視野に立つ国際協力の実体験を通して行動力を培い、国と国の架け橋となれような人材

の輩出を願ってやまない。

この国際協力によって、大学自身も国際的に通用する客観性高いテーマについての足腰強い研究が進

み、国際協力を通して自己点検 評価、国際性センスを持った人材育成など、国際的に共通の視点を持

つようになる効果が期待できるのではなかろうか。

谷 口 忠 三
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報告書発行に際して

地域文化研究センター長 井 上 昭 夫

2001年 「国際参加Jイ ンドプロジェクトの第 1回隊が帰国して、ひと月も経たないうちに、アメリカ

で 9,11同 時多発テロ事件が発生した。そして、2002年はインド北西部のカシミール紛争が険悪な状況

にあるとして、外務省の海外渡航規制報道により、第 2回隊の実施は2003年 に延期された。本報告書は

その活動報告であるが、第 2回隊が帰国した翌日の 3月 20日 に、今度はイラク戦争が勃発した。その日

私は、「国際参加」プログラムを近い将来アフガニスタンにおいて実施できないかと、カブール大学や

関連NGOを 走り回っていた。カブールの宿合にいて、毎夜放映される日本では直接に見たことがない

アルジャジーラやフォックスといった国際テレビニュースの画面に、海外の報道陣に混じってかじりつ

いていた。平和ぼけした日本の通常の世界から、こういったまわりの緊張した場面に身を投げ入れると、

精神は極度に緊張・覚醒し、世界は大変な時代に突人しているという実感が全身を突き抜けていく。

'昨
隼 9月下旬に国連のミッションでカブールを訪れたときには、宿舎の近くにあるアメリカ大使館の

そばで深夜に二回大きな爆発音が続けて起こり、驚いて私はベッドから飛び上がった。夜はすぐまたも

との静寂に戻ったが、こんな事ぐらいではアフガン難民は決して驚かないのであろう。私はベッドで30

数年前、マラッカ海峡のセントサ島を挟んでシンガポール側に停泊 していた赤軍のラジュ号を、回教寺

院のある丘から毎日眺めに行った事や、ラジュ号の赤軍とシンガポール空港で合流するため、日本刀を

かざしてよど号のタラップを出入りする、日航機ハイジャック革件を眼のあたりにしたことなどを思い

出していた。赤軍は後ほど乗取った日航機で中近束上空をデモンス トレーション飛行を行ったが、最近

彼らが北鮮の日本人拉致事件に関わっていることをテレビ番組で知って、30数年前のこの事件がテロと

いう底辺で今と重なっているのを感じている。

そして、今度は解駅S(重症急性呼吸器症候群)である。今年度の夏実施される予定であった第 3回 イ

ンドプロジェクトは、この事件でこれまた延期される事となった。どうやら筆者は、危険な綱わたりを

させられる運命にあるのだろうか。ヽゝずれにしても、ここまでくれば事なかれより、事あれかしを楽し

む方が賢明であると言う感じがしている最近であるが、その流れに教育者として学生を巻き込むことは

慎まなければならない事ぐらいは存 じている。しかし、悲しむべきか喜ぶべきか、本学の学生のなかに

は、アフガニスタンに是非連れて行って欲しいという学生が少なくない。しかも、女子学生に多い。ち

なみに新しく「他者への献身」を目指して立ち上げられた「国際脇力論J(実習を合む)に は、男子学

生は 2名 しか受話していないという。先人未踏の海外の地に敢然出て行こうとする青年「あらきとうり

ょうJは、どこへ消え失せたかという寂しい感がしないでもない。

建学の精神に基づく「国際化Jと 「他考への献身Jを踏まえた、大学再改革の目玉プロジェクトは、

内外ともに以上のような次第で難産の環境のなかにある。加えて、「他老への献身Jを国際的に実践し

ようという目的で新設された討座「国際協力論Jも 、その時間が学生に受話し難い時P日J帯にある_上、仝

学生対象ではなく一回生にのみ限られているという初年度の理由からも、受講生は8名 と予想外に数が
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国際参加プロジェクトについて

1.経 過

国際参加プロジェクトは、宗教性と国際性の両者を統合した実践的な研究と教育カリキュラムを目指

したものです。 2年前の2001年 8月 に第 1回 目の国際参加プロジェクトをインドで実施しました。この

経過については、第 1回プロジェクトの報告書等で紹介しています (P,16に 関連資料一覧リストを掲載 )。

その経過を簡単に紹介します。プロジェクトを一言で表現すると、私立大学としての個性を再確認して、

その理念を教育に反映しようとする大学改革の一環として取り組まれました。改革では、学部や事務機

構など組織の再編成や様々な教育カリキュラムの見直しがされました。その中で、おやさと研究所の井

上昭夫所長は、海外における語学研修や異文化体験にとどまらない、互いに助け合う献身的行為をとお

して文化・言語を超えた人間教育として、教学協働のもとに進める実践的「国際参加Jの プロジェクト

を提案しましたcパイロットとして実施対象となった地域が、改革議論の渦中の2001早 1月 26日 (春季

大祭の当日でもあった)に阪神大震災の規模を上まわり多くの被害、犠牲者がでている被災地のインド

でした。インドではカルカッタとムンバイ (ボ ンベイ)の 2つに布教活動の拠点があります。ムンバイ

では現地NGOを 通じて地震被災地の復興救援に着手 しようとしていたこともあり、ここが教学協働の

活動の場として最適でもあると判断しました。

2.第 2回プロジェク ト

第 1回 日のパイロットモデルを踏まえて、第 2回

加プロジェクトを実施しました①今回から、国際参

クトを企画・実施・推進する役割を担う部門は、改

新設された地域文化石川究センター (セ ンター長 :井

下、地文研と記す)と なり、本プロジェクトがセン

業となりました。

地文研は、共同研究部門と「国際参加Jプログラ

の2つから構成されています。「国際参加」プログラム推進部門が本プロジェクトを企画、推進します。

この部門のスタッフは学部の枠をこえた兼務研究員と協力教職員から構成されています。

第 2回 目の国際参加プロジェクトの課題は、 1回 目と同様インドで行いますが、第 1回 目の単なる継

続にとどまらない任務をもっていました。

それは、狭育プログラムとしての内容の充実と確立です。2003年度から、改革に伴う新カリキュラム

として、本プロジェクトに参加した学生たちの活動を海外ボランティアの単位として認める受け皿とし

て、「国際協力論」の授業科目を開講します。この授業科日は、国際文化学部の専門科目として位置づ

けられ全学部の学生に開放しますが、地文研が企画・運営を担うことになっています。国際参加プロジ

ェクトと国除協力論の授業が表裏一体のものとして実施されますが、単位認定を前提とした国際参加プ

ロジェクトの内容を確立するのがその課題です。
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3.実施概要

第 2回 目のプロジェクトは、当初、2002年 8月 に実施予定でした。参加学生も30名余りの応募のなか

から20名 に絞られ決定していました。ところが2002年春以降、インドとパキスタンの関係が高度に緊迫

する事態が続き、派遣隊の渡航手続きを行う6月時点には外務省が渡航自粛を求めた危険情報を出した

ため、来春実施に延期していました。延期決定後に渡航自粛緩和が公表されましたが、実施は2003年 3

月として、センター研究員近藤雄二および教庁海外部員佐々木則夫が事前調整・調査を兼ねて2002年 8

月に現地を訪問しました。現地で合流した井上昭夫センター長と共にJICAイ ンド事務所と現地受け入

れNGOであるJamnagar Jilla Sain対 (河Sl)と の打ち合わせ、2001年度に造成したチェックダムやボンガ

等を訪問し、 3月 の準備を進めました。

こうした準備を経て、2003年 3月 に15名 からなる派遣隊を再結成して、 3月 5日 に関西空港を出発し

て、3月 19日 に関西空港に到着するまでの 2週間の期間、第 2回国際参加プロジェクトを実施しました。

インドでの活動は、2001年に引き続きグジャラー ト州ジャムナガール市の 2つの地区における地震復

興プログラムです。地震復興プログラム以外には、デリーとムンバイの者卜市部における街と暮らしと知

るプログラム、観光都市アグラのタージマハール等の世界遺産を訪ねるプログラム等を含んでいます。

4日 地震のその後を踏まえたプログラム

2001年 1月 に発生した地震状況とその後にも触れ、 2年後の本活声)ザの意義をまとめておきます。2001

早に発生した地震は、インド西部大地震と呼ばれ、その震源地とはグジャラー ト州のパキスタン国境付

近のブッジ市郊外、地震の強度はマグニチュード7.9で した。インド政府の発表によると死者約2万人、

負傷者17万人、倒壊家屋17万戸、被害家屋45万戸という大きな被害です。この事態にインド国内を含め

国連機関をはじめ、海外の様々なNGO団体が救援活動を展開しました。この地方は2000年 から干ばつ

が続いていることもあり、飲料水や農業用水等の水不足問題が地震被害と重なり、復興上の大きな問題

となっていました。住宅再建の際にも水の確保を前提とした場所を必要とするため復興活動は滞り、ま

た、農村部では、アウトカース トや放牧を主とする人々への地域的差別など、さまざまな理由から州行

政の救援が遅れていました。

2003年の時点では、都市部では地震による崩壊箇所の普及はほとんど完了しており、われわれが活動

対象としたバラチャディ村においても、地震の傷跡は表面的には改修され、新築された小学校校合にお

いても2002年 10月 から授業が再開されていました。今回、井上昭夫センター長は震源地ブッジを経由し

て陸路でジャムナガールに入りましたが、都市部での震災の傷跡は表面的にはほとんど見られないこと

を確認しています。

しかし、この地方の干ばつによる水不足は依然続いており、家庭用水や農業用水の確保は大きな問題

として残っています。」IcAや現地NGOも 飲料水確保に重点をおいた活動を女性の負担軽減を含めたプ

ログラムとして現在も行っています。

こうした状況下において、われわれの地震復興プログラムは、大きく3つから構成 しました。

一つは、昨年10月 に新築され授業が再開された小学校敷地内にアースバッグによるボンガを建造して、

図書収納庫として子供たちが自由に利用できる施設として整備するプログラムです。

二つ目は、水不足の対策の一つとして2001年の第 1回 ロプロジェクトで建造したチェックダムによる

農業用水への影響を調べるプログラムです。この 2つの活動はいずれもバラチャディ村にお
‐
いて行いま
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した。

二つ目のプログラムは、ジャムナガール旧市街地からバラチャディ村の中間点に位置するアンキット

村、ここに2001年にと辛造したボンガモデルの周辺を日本庭園として整備するものです。

これらプログラムを 2週間の期間に行いました。この活動について報告します。

5.派 遣隊メンバ ー

出発前日の2003年 3月 4日 、地域文化研究センターにおいて、学長を迎えて、第 2回国際参加プロジ

ェクト派遣隊の結団式を行いました。

派遣隊は、以下のメンバーです。

隊     長  近藤 雄二 (地域文化研究センター、茉務研究員)

副  隊  長  佐藤 孝則 (地域文化研究センター、兼務研究員 )

現地調整・通訳  佐々木則夫 (天理教海外部翻】訳課、北洋ボンベイミッションセンター所長 )

顧     問  井上 昭夫 (地域文化研究センター、センター長 )

隊  員 (学生 ) (1年男 朝鮮学科 )

(1年 男 イスパニア学科 )

(里 年男 宗教学科 )

(2年 女 ブラジル学科 )

(2年 女 ブラジル学科 )

(2年 女 英米学科)

(4年 女 体育学科 )

(4年 女 ドイツ学科 )

(教庁営繕部 )

(技術者 )

(造国家)

技 術 指 導 者

〕
結団式 (左から橋本武人学長、井上昭夫

センター長、辻井正和事務局長 )

′Jヽ椋

小山

西村

渡辺

吉田

植田

佐藤

辻

河口

原

木内

ぞlJ

光平

俊祐

恵美

弥恵

恵

佳世

成美

尊

洋

健治

派遣隊のメンバー 帰国時のあいさつ
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6.派遣隊日程 (スケジュール )

15時30分解散
→機内泊→ 関空着11:40着 →バス→天理へ 本部神殿拝礼 解散3/191ttl15

機中1白
午前市内散策後、午後、ボンベイ布教所訪間後、飛行場へ

ムンバイ20:25発→関空― (エアーインディア 314便 )翌朝11:40着
3/18囚14

ムンバイ泊 *4
ジャムナガール 11:15→ 12:45ム ンバイヘ移巨力 (ICCD7147便 )
ムンバイ (ボンベイ)妻」着後、市内自由行動

3/171月 )13

ジャムナガール泊ジャムナガール3/″ 16(日 )12

ジャムナガール泊ジャムナガール3/1 51ttl11

ジャムナガール3/1 41ttl10

ジャムナガール泊

ジャムナガールユ白

ジャムナガール3/13山9

ジャムナガール泊ジャムナガール (半 日、休養日)3/1 21ttl8

ジャムナガール泊
ジャムナガール

期間中は、小学校図書館建築、チェックダム建築、日本庭図造園建築
3/11山7

ジャムナガール泊ジャムナガール 小学校図書館と〒築3/10伸 )6

ジャムナガール泊ジャムナガール 作業開始、昼食自炊開始3//9(日 )5

ムンバイ空港

ロビー仮泊

ジャムナガール1白 *3

デ リー 2:40→ 4:35ム ンバイ (エ アーインディア 112便 )
バスで国内線空港へ移動後、国内線空港で仮眠
ムンバイ 11:30→ 12:30ジ ャムナガール (IC7147便 、航空機 )
ジャムナガール空港からホテルに移動の後、休養

3/8田

4

デリー空港ロビー

仮‖民

アグラからデリーヘ、バスで移動

Jica夢務所訪問、デリー市内でク食 デリー空港へ
3/71ttl3

アグラ泊 *2
デリーからアグラヘ、バスで移動 (所要時間4～ 5時間)
アグラの街、タジマハール訪 F口月

3/61ttl2

デリー泊 *1

8:30研究棟正面玄関集合、集合後 本部利I殿拝礼―
9:30大学発→バスにて→関西空港 (11:00着予定)ドルヘ換金
関空13:00発→21:00着 デリー (エアーインディア 315便 )
デリー妻1着後、現地通貨に換金後、バスでホテルに移動

(23i30頃 チェックイン)

3/5田■
‥

,自そ〒 程月/日

*1:デ リー HOTEL ORCHID GARDEN
Te1///Fax:091-11-5841660///5818700///-01-02-03

E■nail i orchidga@vsnl com

Web:w、 v■アhotelorchdgarden cOm
HOTELATITHI
Tel:0562330879-84(6Line)・ Fax:91-562-230878

HOTELⅥSHAL
Te1//Fax:91-288-566951ノ/～ 566956

E―m五1:dall■Jis@adivslnl.1let,hi
Garden HOtel
′
rel:91_22-22834823//22841700・ Fax:91-22-2204290//22871592

*2:ア グラ :

*3:ジ ャムナガール :

*4:ム ンバイ :

4



第2回国際参加プロジェクトのプログラムとその内容

地域文化研究センター 近 藤
海外部翻訳課、北洋ボンベイ布教所長 佐々木

二

夫

雄

則

1.イ ンドの街 と暮 らしを知る

私たち一行は、昼に関西空港を発ち、現地時間の21時 45

分、北インドに位置する首都のデリー空港に着きました。

現地通貨は日本国内では換金できないため、空港で活動資

金を現地通貨ルピーに換金し、現地に持ち込む食料等の20

数個の段ボールの取り出しと確認、また持参した桜の苗木

の持ち込みに対する検疫職員とのやり取り等、必要以上に

手間取りましたが無事入国。空港周辺は、深夜に近い時間

帯にもかかわらず、世界各地から到着した航空便の乗客と

客引き等、子供や少年を含めた現地の人々で「ごった返す」

混雑ぶりでした。チップをねだる子供達を振り切って、チ

ャーターしたバスに荷物を積み込み、車であふれかえる道

路をデリー郊外のホテルに向かいました。

インドに足を踏み入れたとたん、つきまとう人々の多さ

と願々しさに、われわれ一行は皆、インドに来たという実

感を否が応でももつことになりました。 (後述の学位参力Π

レポートのなかでも、到着後の驚きといろいるな困難に遭

遇したことが記述されています。P39～ P.45)

なんといってもインドは中国に次いでШ界第2位の人口、

10億 2701万人 (2001年)をかかえています。その数は、わ

が国人回の9倍であることをインドの入り回のデリー空港

で思い知らされました。

深夜のホテルでは、衛生上、飲料水として水道水は利用

できないため、ペットボトルを調達して、各部屋へ配給す

るなど現地生活の基本を確認しあって旅の疲れを癒す眠り

につきました。

ホテルの横でミルクを売るのが毎朝見られる(デリーの朝)

』朝、デリーから南へ200kmの 地方都市、アグラにチャ

ーターバスで5時間かけて向かいました。この間、道路沿

いのいくつかの地方都市の街並み、道路沿いに広がるスラ

ムや道路沿いを生活の拠点とする人々、人々であふれるバ

店の前でジャガイモの皮むき(デ リーの朝)

通学時間帯のデリー(デリーの朝)

ザール (市場)を見ることになりました。デリーの町や州

と州の道路境にある道路税徴収のために停車すると物乞い

の子供達や老婆、乎L児をかかえた女性に口まれました。多

くのストリートチルドレンを目の前にした学生達の驚きの

顔や態度が印象的でした。

インドは、IT産業や優秀なコンピュータ技術者を世界各

地に派遣する国として知られる一方、貧困な国としても知

られています。1970年以降、都市への人口集中が著しいと

はいうものの封建的慣習がのこる農村人口が全人口の74%

です。カーストというヒンドゥ教に根拠をもつ身分制度の

存在も知られています。カーストは、バラモン (僧侶、宗

教関係者 )、 クシャトリア (戦争で十動く武士、貴族など)、

ヴァイシャ (商人)、 シュードラ (農奴、上位カース トに

奉仕する者)と いう4階級、さらに彼らから疎外され、触

れただけでも汚れる不浄の者とされている不可触民 (ガ ン

ジーは、ハリジャンー神の子―と呼んで差別撤廃を口斥えた)

が存在します。このカースト制度は時代とともに変化して

きていると言われるものの不可触民は農業労働、皮革加工、

5



清掃、その他の様々な雑役など過酷な労 lttl」 を社会の底辺で

支えており、現在においても結婚をはじめ、職業の世襲側

など様々な差別と貧しさにある大きな集団として存在 して

います。

に位カース トは全人口の15ο/り、人口の約半数がシュード

ラ、すなわち労 101J者層、2億人近い20ο/οが不可触民と少数

民族、残り15%前後がイスラムなどの非ヒンドゥ層だと言

われています。また収入や消費行動から社会階層を分析し

た統計からは、いわゆる富裕層は10億以上の人国の500万

人台に過ぎず、貧困層が2億5千万人を占めるといわれてい

ます6こ の貧困層の人口数値は不可触民やイスラムなどの

非ヒンドゥ層の人にJ害1合に相当しています。中産階級層が

7億人近く存在すると言われますが、あくまでも貧困国に

おける中問層です。

自家用車の所有率は千世帯に14台、テレビの受信機保有

台数は1,000人 に65台 (カ ラーテレビの所有率も全人口の

55%)、 パソコン普及率は1,00o人に3台。経済指標として

使われる国民総生産GNPは 460米 ドル (日本34,210米 ドル)
であることからも、この国が開発途上にあることが明らか

です。

にぎわうバザール(ム ンバイ) 洗濯カース トの ドービー・ガー ド

(ム ンバイ20028)

子供達だけでなく大人も物をねだる

ス トリー トテル ドレン(ム ンバイの交差点にて)

バスに向かって物を″ょだる子供達

道ばたの住居

6
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10億以上の全人口のうち、14歳以下の子供は2億5000万

人近く。このうち 1億人近くがlコlJき 、その多くはス トリー

ト チル ドレンとも考えられています。ユニセフは、
/千`
世

界のス トリー トチル ドレンの総数を3,000万から 1億 とみ

ていますが、インドが最大の集団をかかえているとしてい

ます。乳幼児のl't=康水準も低く、ユニセフの資料に拠れば、

5歳児未満の死亡率1000人 あたり96人 (日 本4人 )、 5歳児

未満の栄養不足による発達阻害が46%、 5歳児未満の低体

重時の割合は40%で あり、児童の就学率76%、 成人の識字

率は69%に とどまっています。

この統計資料を概観すると、デリーからアグラまでの道

筋、車窓からみる風員やス トリー トチル ドレンの存在を理

解できますc私たち一行は到着 1日 にしてインドの暮らし

の実態を知ることとなりました (参加学生レポー トにも、

ス トリートチル ドレンや歴然とした貧富が混在する社貪と

の出会いなどについての記述があります ,P.39～ P45)。

2.世 界遺産の訪問

アグラは、人口80万人の古者卜であり、世界遺産の遺跡を

数多く残す観光地方都市です。ここで い白して、16世紀か

ら18世紀の半ばまで北インドをイスラム支配のもとにおい

たムガル帝国に思いをはせながら、その権力の象徴として

との赤砂岩の王城アグラ城 (1565年 )、 ムガル帝国第 5代

皇帝の妃の墓として白亜の大理石でつくられたタージマハ

ールを訪間した。タージマハールは、工場煤煙や自11カ車排

気ガスによって、その白亜の大埋石が汚染されることから、

工場煤煙規制が行われるとともに自動車の乗り入れ規制を

行っており、駐車場からタージマハールまでは電気自動車

による移動が義務づけられている。

タージマハールであった親子

を児光ツアーでは感じ取れない町の暮らしを体験する機会

も、私たちの目的です。アグラに住む佐々木則夫氏の知人、

カンデールカル氏の自宅に招待され訪問しました。町のな

かでも通りを 1筋入り込むと静寂な住宅地となっていま

す。季節の果4勿であるザクロや葡萄とともにチャイと呼ば

れるミルク紅茶をご馳 /とになった (おいしいチャイのつく

りかたを食事担当の学生が後に記しています ,P49)。 子

供の子守や料理人の使用人はいずれも少年です。私たちは、

いるいろな場所で lttl」 くインド人を見ることになりました

アグラ城の修理工 (ア グラ)

カンデールカル氏宅でのひととき

チャイを売る店

が、ホテルやレス トラン、『待上の果物売りなど、いずれも

羽性です。男性の働 く場所そのものも少ないためであり、

女性が雇用されるケースは非常に稀なのです。

世界遺産は、最終日、ムンバイからフェリーで約 1時間

のエレファント島の洞窟群にも訪間しました。この島には、

6世紀から7世紀にかけてつくられたヒンドゥ教のエレフ

ァンタ洞窟群があり、ヒンドゥの主神としてシヴァ神がま

つられています。

3.グジャラートヘの路

アグラを後にした私たちは、チャーターバスでデリーに

戻り、その日の深夜の便でデリー空港からムンバイ (ボ ン
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ベイ)を経由してグジャラート州のジャムナガールに向か
いました。

空港に向かう前、デリーでは、JICAイ ンド事務所を表

敬訪問し、インドにおける我が国の国際協力の現状や現在

進行中のプロジェクトについて情報を得るとともに、私た

ちの活動計画を紹介するとともに協力依頼をしました。ま

た、その後、日本企業向けの日本語日刊紙 (日刊インドビ

ジネス)を編集、発行している小和田氏にインド事情をお

聞きする会を設けました。

」ICAイ ンド事務局を訪問 (2002.8)

このように、インド到着 2日 間で首都、地方都市を歩き

ながらインドの歴史と文化に接し、その途中見聞した街と

家庭でインドの暮らしに角虫れるとともに、インドにおける

我が国の国際協力事業の枇要を知り、かつインド事情の理

解を深めたところでジャムナガールに向けてデリー空港に

向かいました。

深夜 0時50分の出発便にもかかわらずデリー空港は、国

内各地あるいは海外に向けてチェックインする乗客で想像

以上の熱気と混宋佐ぶり、チェックインカウンターの列はい

つまでたっても動かず、整然とした列は崩れ、何のアナウ

ンスもないままに、いつの間にか予定する便の受付は終了。

結局、 1便遅れの午前 2時30分の便でムンバイに向けて離
陸というありさまを経験することになりました。

正確、迅速なサービスという日本では当たり前のことと

慣れ親しんでいた事態が普通ではないという感覚が少しず

つ学生達も感じ取ったようです。さて、やっと到着したム

ンバイ空港。いつまで待っても、私たち一行の教名を含め、

乗客の荷物が出てこない事態に遭週することになりまし

た。午it 4時の出来夢、昨夜から一睡もしていない私たち

は疲れて不安と緊張の連続で疲弊状態。交渉し、怒鳴り込

むこと2時間半、やっとそろった荷物とともに国内線空港

に移動して、軍事上の理由からか撮影禁十しや厳しい荷物検

査を受けた後、ムンバイから500kⅢ 離れたグジャラート州

ジャムナガール空港にむけて出発しました。 1時間のちに
ジャムナガール空港に夢1着。現地NGOの メンバーの出迎
えを受けて、活動拠点に到着しました。

4.ジ ャムナガールでの滞在

ジャムナガール市をかかえるグジャラート州は酋インド

に位箇し、アラビア海とともにパキスタンとの国境に面し

た州で人口は約5,000万 (2001年 )、 主要な産業はインドで

最大の綿花の栽培地として知られ綿織物の生産地です。ま

た酪農業、織物、石油、セメント、植物油、化学薬品およ

び製薬とともに肥料と石油化学製品生産が行われていま

す。有名なマハ トマ ガンジーが生まれた地でもあり、州

全体に禁酒制度が敷かれている州となっていることでも知

られており、ここに滞在中はアルコールとは無縁の生活を

強いられることになりました。

ジャムナガールは海に面した海岸の街です。ここは観光

客はもとより、日本人が訪れることはまれですが、長い歴

史と絹、綿花などの産地で魅力あふれた旧い建築物をもっ

ジャムナガールの旧市街地

ジャムナガールの街並み

8
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た美しい街です。私たち一行は、空港に近いホテルを拠点

にして、ここで 1週 F日月滞在しました。

作業の場、バラチャディ村では、再訪の私たち一行を歓

迎してくれました。子供達は人なつっこく、青年達も積極

的にわれわれの作業に参加 してくるなど村の人々と交流を

深めながらの 1週間でした。

このような作業の合間には、JJSメ ンバーのヒラベン タ

ンナ宅への夕食招待などをはじめ、NGOに よる夜の款迎

会など、現地NGOの様々な歓迎を受けました。また、市

内にあるアーユルヴェーダ医科大学を訪ね、日本から留学

している時信さんと怒談する機会をもち、1964年から38年

間祈祷を唱え続けたことでギネスブックにも掲載されたヒ

ンドゥー教寺院 (バラハヌマン寺院)を訪ねたり、街中を

歩き、出店で果物や生活用具、サリーなどを売っている

人々と値段交渉をしながら買い物等をして現地にとけ込む

機会を持つこともできました。

ところがジャムナガールに到着したあたりから、移動の

疲れ、灼熱のような暑さもあって体調を崩すメンバーが統

出。保健担当として薬の管理や記録をつけてくれていた学

生隊員の佐藤佳世さんは、つぎのような記録を残してくれ

ました。

「下痢については、学生のほぼ全員が体験 したようです。

下痢や腹痛の程度は個人差がありますが、現地で用意した

薬はよく効ききました。下痢で作業を休みホテルで休養し

た学生は 1名でしたが、頭痛や、熱など疲れなどを訴えて

住宅から出て珍 しそうに私達を見る住人

ホテル休責ヽ考が毎日のようにでました。飛行機での長時F口月

の移動や灼熱の暑さという環境、香辛料の食生活がかなり

影第首
lし ていたようです。特に作業を開始後 4～ 5日 たつと、

疲労困ぱいの状態で体調不良を叫斥える者が増えました。次

回の課題としては、アリナミンなどの錠剤タイプの栄養補

強剤などを持っていくのも必要かと思います。また携帯用

の救急バックを用意し、擦過傷のための消毒液、イソジン、

カットバン、ガーゼ、テープ類 (簡単な処置をするぐらい

のもの)、 風邪薬、痛み止、胃薬などを入れ、作業現場に

持参することを考慮すべきでしょう。結果的に現地で病院

に運び込まれるような病気や事故がなく一安心です。」 (付

記 :帰国時、関西空港で下痢の申告をした隊員が軽い赤痢

に感染していることが判明し、海外派遣時の感染症対策の

強化が今後の課題として挙がってきました)

このジャムナガールには、 1週問滞在して地震復興の活

動を行いました。その後、ムンバイに移動した6ム ンバイ

で 1泊 して、世界遺産を訪れたリショッピングをする機会

をもち、ムンバイ空港から関西空港へと帰国の路につきま

した。

5.地震復興プログラム

①ボンガづくり

2001年 8月 の第 1回 日の活動では、アースバッグ (土
′裏)

を円形状にひとつ一つ積みあげて、上部にいくほど直径が

狭まる円錐形の建物をモデルとして造りました (屋根は茅

葺きとした)。 もともと大地の建築と言われる土裏建築で

有名なアメリカ人生卓築家、ナーダ・カリーナの技術からヒ

ントを得たものです。このインドでの第 1回 目の試みを踏

まえ、2002年 5月 には、カナダのNGO、 「国境なき建築家

集団」の代表ジョセフ・ケネディ氏を迎え、渡辺豊利J建築

工房の協力も得ながら天理本Jl之内地区 (白川合掌造りの家

跡地、現在は天理エコモデル デザイニングセンターと称

している)と 神戸アフガニスタン友好記念公園にアースバ

ッグ (土裏)を用いたシェルターを建築し、耐震構造が強

く、安価で簡単な工法の検討とマニュアルづくりを行って

きました。

天理でのボンガづくり。ジョセフ・ケネディ氏も参加

ジョセフ・ケネディ氏は、天理を去る除に土裏建築で一

緒に汗を流した私たち地域文化研究センターに対して、ア
アーユルヴェータ医科大学の日本人留学生を訪問懇談
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―スバッグにつぎのような言葉 (詩)を書き残 してくれま

した。

――「簡単な道具、技能 (人間がもつ技術 )、 そして

私たちの熱い心、精神と魂は、世界がかかえる問題を

解決することができます。私たちが世界中のホームレ

スを救おうと努力してきたなかで、私たちの足下にあ

る土と粗末な袋を使うこと (土襲)はこの努力を劇的
に進展させました。私を快く天理に迎え入れていただ

いた天理大学の皆さんに感謝 します。今後も深いおつ

きあいを期待しています。(Joseph F.Kennedy 2002年

5月 5日 )J(訳責 :近藤雄二 )。

To lnternaional Center for Regional Studies Tenri

Un市ersiけ

Silnple materials,human skill and engaged hearts,

前 nds and souls can sO"e the problems Ofthe world

By using this humble sack,tOgether鞘 /ith the carth

beneath our feet,we have made a giant stride in

consciousness as、ve endcavOr to help the wOrlds

homeless

Tllank you to the peOple of Ten五 Un市ersiけ,WhO have

made me feelso welcomein Japan,

I look foAvard to a long and ttuitfttl Mcndship.

」oseph F Kennedyふ江ay 5,2002

第 1回 日のモデルボンガづくり以降、このような検討と

工夫を学生達と共に行い、インドにおける第 2回 日のボン

ガづくりにむかいました。

②バラチャディ村での活動

バラチャリ村は、ジャムナガール市内から車で約45分の

場所に位置する農業と牧畜を生業とするのどかな村でアラ

ビア海に面しています。

村の典型的な農家

このバラチャディ村でボンガづくり、チェックダムの訪

間、日本庭園や竹の植樹等の作業を行いました。

バラチャディ村の小学校は、昨年、コンクリー ト製の質

素な平屋の建物が完成し、10月 から授業が再開されていま

す。昨早、 8月 に今回の準備のために訪れた際に、この小

住居の中の風景

NGOス タッフ、プラビンシン氏の家族

水くみは女性の仕事

②

10
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羊の群れ

らくだの群れ

学校敷地に図吾収納庫 (子供用の本を収納し、子供達が自

由に出入りして本を貸し出し、座り込んで利用できる施設 )

としてボンガ1棟に着手していました。このボンガは私た

ちが帰国後、現地のNGOの 手によって外装全体にコンク

リートが塗布され、劣化、雨漏り対策が施されて完成して

いました。

2002年 8月 時の小学校 (完成直後)

今回は、この土裏シェルターの横に 24束 目を着手しまし

た。

作業開始初日 (3月 9日 )、 地上に直径 3m60cmの 円を

拙き、その円に沿って浅い溝を掘り、砂利を敷き、少量の

コンクリー トを流し込む。そこに現地で用意された麻袋に

セメントと砂利を混人した土を詰め込み、ひとつ一つ積み

2003年 3月 開校した小学校

小学校に通う子供達

教室 (授業風景 )

11
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上げていく作業からはじまりました。

現地の青年達との協働であるが、付近の少年、少女達が

多数集まり、水くみや土運搬のバケツリーに参加してくれ

る。こうした風景が 1週 F口lの間毎日つづきました。

ク方になると放牧から戻ってきたバッファロー、らくだ、

山羊、羊などが群れをなして作業現場を通り過ぎます。季

節は夏、熟暑のなかの作業はきついが湿度が低いため日陰

にはいると涼しさを感じます。 1段 目が完成すると、その

上にワイヤー (鉄縄文)を敷く、上段の上嚢を固定、ズレ

防止のためです。

1日 目は 2段完了。 1段目の土裏袋数は23袋、 2段 目が

26袋。

子供達も水くみ等を手伝ってくれた

さあ、2棟日のボンガに着手

作業の様子

―息ついて記念写真を l

息のあった作業風景

1日 目、土台ができる

12

村のお母さん方も見学に来てくれました



2003夏ボンガの横に2棟目も形が出来る

を完成。

作業開始 6日 日、20段 日途中まで積み上げる。16段 目26

袋、17段 目26袋、18段 日241大`、19段 目23袋、20段 目22袋。

作業開始 7日 日、26段 目まで完了。21段 目20袋、22段 日

18袋、23段 目18袋 、24段 目15袋、25段 目14段 日、26段 目12

袋。

3月 16日 、作業開始8日 日で作業の最終 日。この日、30

段 日までを積み上げ、頂部に蓄をはめ込み完了。27段 目11

袋、28段 日8袋、29段 目7袋、30段 日 5袋。

地上部の直径3.6m、 高 さ4m25cmの 円錐形のアースバ

ッグ (土襲)に よるボンガが完成しました。要 したアース

バッグ (土裏袋)は30段で632袋でした◎

全員参加でもう一段 !

完成までもう一息

作業開始 2日 日には、 8段 目まで横み_に 1ザが完了。 3段日

25袋、 4段 目27袋、5段 目28袋、6段 目27袋、 7段 日26袋、

8段 目25袋。 4段 日から、日本から持参 した土襲袋を使用

する。現地の麻袋より容量が小さくため、上部に行くほど

取り扱いやすい大きさであるからだ。

作業開始 3日 日には、11段 目あたりから円錐状にするた

め土裏を内側にずらしながら積み上げる方法で12段日まで

完了。9段 目26袋、10段 目25袋、11段 目24袋、12段 日24袋 c

作業開始 1日 日、午後はやめに切り上げて日本庭国にづ

くりに移動。そのため14段 日までを完了したところで終了。

13段 目25袋、14段 日25袋。

作業開始 5日 日、午後から休養日。そのため15段目27袋

インドドーム立面 平面図

(設計 :河口 尊)
作業最終日、土襄シェルターを完成させたときの気持ち

を学生の一人は次のように記録しています。

――「今日は作業の最終日。完成 したときの喜びは非

常に大きかった。

みんなでボンガに登って写真を撮った。すごく高く、

土嚢を30段積み上げたのだ。

ボンガからの景色はとてもよかった。アラビア海がみ

えた。感動した①

子供達との別れは寂 しかった。いっぱい、いっぱい愛

をもらった。

いっぱい写真を撮って、お菓子、竹とんば、笛を子供

達にプレゼントした。

子供達の笑顔は忘れない。子供達の元気は忘れない。

子供達のあたたかさは忘れないc子供達の純粋さは忘

才化ア贅ヽ 。ヽ

みんなで作業した、汗を流したこと、笑ったこと、言

いあヽヽをしたこと、

パケツリレーをしたこと、忘れない。J(吉田弥恵 )

このようにして 2棟のアースバッグ (土裏)に よるボン

ガが完成 しました。次回までには、前回と同様、現地

13



最終日、やっと完成、アラビア海が見えました

毎日手伝いに来てくれた子供達

子供達の笑顔は最高

学生達と遊ぶ子供達

NGOの 青年達がこのボンガ表面に劣化防止のセメント塗

布をしてくれることでしょう。

2003年夏には、この 2棟のボンガがこの村の小学校の図

書室として、子供達の遊びに、学びに利用できるように図

書や道具等の整備をする予定だ。このように私たちと現地

NGOと の協 lttlJに よってできたボンガが、地震の影響を受

けたこの村の子供達の日常生活に活かされれば、国際参加

プロジェクトの目的を果たすことができます。

③日本庭園と竹の植樹

2001年のボンガモデルは、ジャムナガール市のアンキッ

ト村につくられました。ここは現地NGO、 JJSの冷Ц設者ジ

ャグバイ・タンナ氏と関係深い場所です。タンナ氏は、

2002年 7月 に死去されましたが、婦人のヒラベンさんと義

娘のレッカさんが彼の意志を継いでおり、私たちと共に今

回の活動のために尽力してくれました。このアンキットオJ

のボンガモデルの横にインドではめずらしい日本庭回を造

ることにした。庭図の石は現地で探し入手しており、天理

からは桜の苗木と孟宗竹など複数種の竹を持参 しました。

桜の苗木は、インド入国時に検疫所で持ち込み手続きに手

間取り、最終的には持ち込みをあきらめることになりまし

たが、日本から持参した竹 5種を完成した石庭とボンガモ

デルの問に植樹することができました。ちなみに第 1回 目

の除にボンガのまわりに植えた竹は高く、広く成長 してい

ました。

日本庭園造りの工程を記しておきます。

3月 10日  地割り作業、池堀方および築山制作作業に着手、
自然石の移動

3月 ■日 自然石の据え付け作業、池にかける板石の祝察
3月 12日  自然石の据え付け作業、石の組みかえ
3月 13日  造園、景石、流れや自然石の据え付け
3月 14日  四つ目竹垣作成の作業、流れ砂利の敷き詰め作

業、鉄砲垣作業、庭園資材の購入

3月 15日  匹|つ 目垣作成作業、差し石工事
3月 16日  整地、砂利敷き、砂紋入れ、竹植樹、寸法取り、

完成、記念撮影

■

Ч

ペ

|

子供達は写真も大好き
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Ｎ①

設計図

(設計 :河口 尊 )

矛義
′デ ゃ、ュ
ミ

工事途中の様子

造園づくりを指導していただいた木内、河口、原氏と井上所長

庭らしくなった完成間近のアンキット村

完成。故タンナ氏の写真とともに

簸
鷺

工事前の庭園(後には2001年建築のボンガがある)

15
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タンナ氏の奥様ヒラベンさんの協力のもとに本プロジ
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ジャムナガール地方バラチャディ村でのチェックダム効果

ナ也城文化研究センター 佐 藤 孝 則・井 上 昭 夫

筆者らは天理大学「国際参加プロジェク ト2002Jの 一環

として、2003年 3月 (佐藤は10日 から17日 まで、井上は10

日から13日 まで、ジャムナガール地方のジョディア那バラ

チャディ村でチェックダム効呆の調査を行った。その目的

は、2001年 8月 、「区1除参加プロジェク ト2001」 の一環と

して、学生や教職昌_ら が造成 したチェックダム (農業用小

規模貯水ダム)の農作物への影響・効果を現地調査すると

ともに、彼災後に建てられた現地小学校の付属図書館づく

りを学生らと一緒に行うことにあった。

本稿は、現地のバラチャディ村で調査した「チェックダ

ム効果」についてまとめたものである。

なお、この調査に伴っていろいろサポートしていただい

た天lJ!大学地域文化研究センターの近藤雄二教授そして天

理教海外部の佐々木則夫氏のほか、「ブロジェク ト2002J

に参加された他の関係者に対 し、ここで改めて深甚なる謝

意を表する次第である。

以下に調査結果について報告する。

1.4500年前のチ ェックダム

世界円大文明の 一つにインダス文Iり」がある。この文明は

今からおよそ4500年前にインダス川流域で栄え、高度に発

達した者F)市文化を開化させた古代文明の一つである。モヘ

ンジョ 'ダ ロやハラッパーなどの遺跡は (図 1)、 当時の

ようすを今に残すの賞童な遺産である。これらの遺跡の多

くはパキスタン領土内に存在する。しかし、イングス川か

ら逮く離れたインド領三卜内に位置する遺跡iも 少なくない。

バナーワリーやカーリーバンガンなどの遺跡はその代表で

あるc何占文なのか ?こ の問いに対する明確な答えは、これ

まで見出されていなかった。

1967年、インド・グジャラー ト州カッチ湿原一 lLの ドー

ラビーラ村で、インダス文明に一石を投 じる画期的な遺跡

が発見された (図 1)c本格的な調査は1989年 から始まっ

たが、その全容がわかるまでに10年を要 した。インド政府

は、1999年から政府考古局による本格的な調査を始め、翌

2000年 3月 3日 、紀元前3000年 から同1500年 までのインダス

文明の音卜市構造がほぼ完
′
千`に残るドーラビーラ遺跡を発掘

したと発表 した (写真 1)。 他国メデ ィアの中で唯一、

NHKに取材許可が与えられたことによって1999年 から撮

影が始まり、発掘作業の経過と言¥細 が2000年 7月 23日 、

「NHI(ス ペシャル/四大文明・インダスJと題してテレビ

放映され、同年 8月 10日 にはNHKIPI版から同名の本も刊

行された。

ドーラービーラ遺跡の発見によってわかったことは、イ

ングス川流域から遠く離れた遺跡の多くは、今日ではその

姿を直接見ることができない「ガッガル・ハークラー川」

流域に栄えていた文明の名残だという事実であるcこ の川

はバナーワリーやカーリーバンガンの遺 l甲ノliの そばを通って

南西に下り、タール砂漠を避けるようにインダスサIIと 並行

して流れ、そして中流から下流になる辺りから向きを南南

束へ変えながらカッチ湿原へ流れ込んでいた。すなわちイ

ンダス文明は、インダス川とガッガル・ハークラー川の二

つの流域で栄えた広大な都市文明で、これまでの定説を覆

す大発見であった。また、この大発見を導いた ドーラビー

ラ違跡には、他のインダス文明の遺跡にはない重要な特徴

があった。それは、卜」大な貯水槽が備わっていたことであ

る。現在のイングス川から類

“

Eさ れるように、当時のイン

ダス川流域は比較nt水量は多く、下流域では氾濫を利用し

た「平巳濫農業」が営まれてきた。一方、ガッガル・ハーク

ラー川はインダス川ほど水量は多くなく、当時は大量の水

が時々洪水のように押し寄せては

'肖

える「水無 し川Jの よ

うなものだったと考えられている。

いつ流れてくるとも限らない大量の水を当てにすること

なく、昨実に生活用水や農業用水を確保できる「時水槽J

こそ、 ドーラビーラの古代者卜市には必要不可欠な設備だっ
たのではないだろうか。その貯水槽で貯えられた水は、天

水のほかチェックダムでせき止められた川水であったとい

う (図 2)。 NHK出版から刊行された当該本の中で「1固れ

た川から、河床にはないはずの石がいくつも見つかった。

このことから、ダムを造ったのではないかとインドの研究

者たちは考えた。つまり川の水をせき止め、貯水槽に水を

i留めたというわけだJと 書かれている。このことは、チェ

ックダムによってせき止められた水が ドーラビーラに住む

大者l】市住民を養っていたことを意味する。すなわち今から

4500年前のグジャラー ト州では、チェックダムでせき止め

られた水で当時の住民は生活 し、農業を営んでいたことに

なる。まさに、チェックダムによる水の唯保は、今日でも

あるいはインダス文明の時代でも重要なテーマであること

には変わりない。

2.バラチャディ村の周辺環境

(1)地形・降雨の状況

グジャラー ト州を標高別に区分したのが図 3である。カ

ッチ湾とカンバット湾に挟まれた内陸部 (中央部)辺 りは、

標高150m以 卜の比較的高標高の場所になっている。中で

もジャムナガール地方では南束の内酢部では標高は高く、

北西の海岸部へ向かうにしたがってll(く なる。それゆえ、

川は標高の高いとこるからl'(い ところへ、すなわち南束か

ら引ヒ西に向かって流れる。2001年 8月 、北西の海岸に近い
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バラチャディ村で、天理大生らはチェックダムを造成 した

(写真 2)。 まさに、地の利を活かした造成であった。

ジャムナガール地方の年間降水量の概要を図 4に示す。

この図からわかるように、ジャムナガール地方では海岸城

から内陸域に行くにつれて、降水量は次第に少なくなって

いる。また図 3で示したように、海岸から内陸に向かって

標高は高くなることから、降水量と標高との間に相関があ

ると考えられる。すなわち、降った雨は南束の内陸部から

北西の海岸部へ向かって流れ、海に近づけば近づくほど雨

量は多くなる。それは結果的に、海に近いチェックダムほ

ど流れ込む川の水量は多くなることを意味する。しかし、

海岸は降った雨が浸透 しやすい砂礫層であるため、大量に

水が流れ込んで来てもすぐに地下浸透する。2001年 8月 に

造成したバラチャディ村のチェックダムでは、完成ど日の

豪雨で大量の水が流れ込んでせき止められたが (写真 3)、

その後水は地下浸透して地表面からは消えた。

グジャラー ト州では、年間 (ほ とんどがモンスーン期の )

降水量はおよそ850mmで 、日本の年間降水量のおよそ1,800

mmと 比べるとほぼ半分、世界の年問降水量1,000mmと 比べ

ても明らかに少ない。バラチャディ村のように、海岸付近

が砂礫層で構成されている土壌を考えると、雨が降ったり

川の水が流れてきてもほとんどは海に流れ込んだり地下浸

透 してしまう。これでは生活用水や農業用水の確保が難し

いのもうなづける。まさに水の確保は死活 Pロロ題である。

(2)植生・農地の状況

バラチャディ村の海岸部に近い砂丘地帯には、棘の生え

た棒状のサボテン (現地で 1よ Kantaraと いう。以 ド同じ)

や (写真 4)、 ところどころにニーム (Limbdo)と いう名

のインドセンダンの木などが生育する (写真 5)。 少し内

陸に入ると棘をもったある種の木 (Bavaoが 低木の疎林を

形成 したり (写真 6)、 黄色い花を咲かせるマメ科の木

(Avedi)が あちこちに散在する (写真 7)。 現地では、棘

の生えたBavarの 木は家畜を一日寺的に囲うキ「「代わりに使わ

れている (写真 3)。 また、Avediは ′日'析やケガをしたとき

の鎮痛薬として利用されている。この木の葉を叩き潰して

樹液と一緒に患部に粥てると痛みが和らぐという (写真

9)。 このような木々が生育する場所を、羊飼いの親子が

牛を連れて移動する (写真10)。 時析、山羊の群れが移壼,J

したり、陥与とを何頭も連れた人たちが行き来する。

バラチャディ村の内陸に近い場所では、雑草などの植物

は海岸城よりは比較的多く生えているが、腐葉 Lが少ない

こともあって畑の土壌としてはあまりよくない。また、畑

には、砂よりも大きな礫やこぶし大の石が散乱することが

多く (写真11)、 土質的にも農耕地としては不適である。

3.チ ェックダムの造成による波及効果

(1)チェックダム造成地への現地調査

2003年 3月 10日 、筆者らは、グジャラート州ジャムナガ

ール地方ジョディア郡 (Taluka)バ ラチャディ村で、天理

大生らが 2年前 (2001年 8月 )に造成したチェックダムの

地域農業に及ぼす効果について現地調査をおこなった。造

成当時から問わりをもつ現地のNGO関 係者で農業従事者
のプラビンシン・デブブハ氏と夢前の打ち合わせをおこな

モヽ (写真 12)、 その後で3人で造成場所へ向かった。完成

後 1年半あまり経過したチェックダムには水は 1滴 も入っ

ておらず (写真13)、 ダムの用|]に 単本類の植物が疎らに

点在していている程度だった。しかし、デブブハ氏による

と、これらの植4勿 もダムが造成される前に比べたら生育は

良くなり、ダム付近に生えるニームの木は1年半の間に見

間違えるほど大きく生長 したという (写真14)。 お、だんダ

ムに水が溜まっていなくても、周囲の植物は少しずつ生長

していることがデブブハ氏の観察で明らかになった。

(2)周 辺植生・井戸への影響

当該チェックダムの近くに、デブブハ氏の母が所有する

畑がある。この畑の出入日付近に大きなイチジク (Vad10)

の木が/十 えている (写真15)。 この木も生長は著 しく、枝

のところどころに赤い果実が生っている (写真16)c同 様

に畑の片隅に生えているザクロ (Dadam)や黄色の小果
実をつけるBordiの木も (写真 17)、 生長が良いという。

これは、明らかにチェックダム造成による波及効果と考え

てよい。

より明確にその効果が現れたのは井戸水である (写真

18)。 チェックダムが造成される前から写真18の )卜戸は作

られていたが、その頃の井戸水は獅水であった。ところが

造成後になるとその井戸水は塩水から淡水に代わったとい

う。明らかに丼戸水もチェックダムに影響を受けたことに

なる。しかもその井戸水は 1年半経った現在も淡水のまま

和に持されているという。これは塩水から淡水への一過性の

交代ではなく、明らかに当該井戸から塩水がリト除されたこ

とを意味している。バラチャディ村はジャムナガール地方

の中でも比較的降水量は多い地域であるが、降った雨は速

やかに地下浸透する砂際土瑛である。それが周辺の|ヒ白物の

生育を促しているということは、当該ダム周辺の地下には

1年を通して膨大な里の水が溜まっていることを示唆 して

いる。

(3)ガイベン・ヘルツベルグの淡水レンズ

地質学では「ヘルツベルグのレンズJと いう言葉がある。

例えば、井戸の水位が海水面より lnュ 高い位置にあったと

すると、井戸の周辺には杢F均海水ドロからおよそ42mの深さ

まで淡水が凸レンズ状になって溜まるという現象である。

これをガイベン・ヘルツベルグの原理という (図 5)。 簡

単に言えば、海水面より にに lm淡水があれば、海水面以
下には42mの 淡水がある (熊井、2001)、 ということであ
る。すなわち、当該調査地では地下に埋まっている巨大な

貯水タンクから丼戸水として水を汲み上げていると考える

ことができる。その結果、バラチャディ村ではいつも井戸

の真水を生活用水や農業用水として利用することが可能に

なったのである。これをもたらしたのは、明らかにチェッ

クダムである。

(4)農家収入への波及

プラビンシン・デブブハ氏の母の土地では、井戸水が塩

水から淡水に変わってから、週に1度程度の害1合で井戸水
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を耕作地へ撤いていた (写真刊9)。 その甲チ′澄
卜あって、2002

年 8月 に 4エ ーカー (現地では10ビ ガ)の耕作地に綿花の

不重子を播いて2003年 1月 には収穫 し、また2002年 9月 には

隣接する 4エ ーカーの耕作地に落花生の種子を播いて12月

には十分な量を収穫したという。その結果、 2種の作物で

合計18,000ル ピー (45,000円 )の増収があったという。同

様に、チェックダム周辺の耕作地では以前に比べて胡麻や

粟、モロコシなどの収穫量が増え、収入額も増加 した農家

が現れてきた (表 1)。 また、別のチェックダム近くに耕

作地を持つプラビンシン・デブブハ氏は、2003年 3月 の現

地調査時において、所有する小麦畑では増収が見込まれる

と述べていた (写真20)。 明らかにチェックダム効果が認

められた。

4.今後の課題

上記のように、チェックダム造成による農家経営への波

及効果は大きく、その結果バラチャディ木ヽlの中では富める

者と富めない者の貧富の差が少し拡大したような印象を受

けた。プラビンシン・デブブハ氏とその母が所有する耕作

地からの農業収入は明らかに増加し、生済も少しずつ豊か

になりつつあるという。案内していただいたご自宅を拝見

すると、住居はきれいに整えられ (写真21)、 家畜として

は荷車曳き用の牡牛 4頭と搾薯L用の牝牛 1頭が飼われ、ビ

ニールシートの上には収穫 したばかりの小麦が日干しされ

ていた (写真22)。 このようなことは、表 1に示 した14箇

所の耕作地を所有する個々の家族も基本的に同じことがい

える。このことは、土地所有者だけでなくバラチャディ村

の農業経営の安定化や発展にとっても喜ばしいことであ

る。ただ、考えなければならないことは、地主だけでなく

小作人の人たちもその恩恵に浴 しているかどうかである。

チェックダムの造成は一部の人のためだけではなく、地域

全体のために役立たなければ目的を見失ってしまうことに

なる。

バラチャディ村の中においても、経済的に貧しい家庭が

現実に存在する。小作人の多くは自宅はあっても住居があ

るだけで、家畜を飼う余裕などない (写真23)。 さらに貧

しい人たちは、石積みの家屋に住み漁業で生計を立ててい

る人たちであったり (写真24)、 羊飼いなど牧畜を営んで

いる人たちである。彼らにチェックダムによる効果はどこ

にどれほどあるのか、詳しいことは今後の調査を待たなけ

ればならないが、少なくとも生活用水がこれによって十分

に確保されていることを期待 したい。これらが、今後の課

題である。

また、インダス文明で生かされたチェックダムの活用も

検討すべきだと考える。今から4500年 ほど前、今日では幻

の川となった「ガッガル・ハークラー川J河口に広がるカ

ッチ湿原の ドーラビーラで、約20,000人 を収容する都市が

存在していたという事実は参考にすべきである。住民の生

活用水のほか、食料生灘のための農業用水の確保も、チェ

ックダムで堰きとめた川の水を巨大な貯水槽に溜め込むシ

ステムが機能していたからである。今日より少し気候条件

が良かった当時にできて、科学技術が進んだ今日ではでき

ないことはない。チェックダムの有効利用こそ、古くて新

しい試みではないだろうか。雨水や川水の活用を者卜市計画

や農村計画の中でどのように推し進めるかも、大局的にみ

た今後の課題であろう。
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図耳 インダス支明の遺跡分布図。F四大
文明/イ ンダス』(NHK出 版)よ り
引用。

図 4 ジャムナガール地方の年間降水量 と
土壌。矢印で示 した場所はジョディ
ア郡バラチャディ村。

)東図 ,よ「Jamnagar Distlct」 (ANADA
SHHITYA PRAKASHAN)司 斤J又。

′ ~

図2 ドーラビーラ遺跡のCGに よる再現
図の一部。図上部から流れてきた川
の水をチェックダムで堰き止めたと
ころ。『四大文明/イ ンダス』(NHK
出版)よ り引用。

図3 グジャー ト州を標高別に区分 した
図。原図は「Guiarat POLITICAL」

(ANADA SHHITYA PRAKASHAN)
所収。

図5 ガイベン・ヘルツベルグの原理を説明した概念図。例えば、
井戸水の水位が海水面よりlm上に上がれば、海水面より
下42mま で淡水があることを意味する。酒井 (1965)よ
り引用。

表」 天理大学生らが造成したチェックダムによって農作物の収量が増えた14箇所の畑の
所有者、耕作面積、作付け作物、増収額などを示す (2003年 3月 現在)

土地所有者名 (年齢) 農作物    増収額耕作面積

(I―カー)

井戸深

(フィート)

下―リンタ
・
深

(フィート) (円 )

1.Sabubha Takhubha(30)

2.Chandubha Banesang(50)

3.Chandubha Banesang(50)

4.Dusbha Takhat Singh(35)

5,Choghubha Natubha(35)

6.Vり uba Banesang(45)

74 Urnedsingh Surubha(45)

8.Hulasba Devubha(70)

9.JeSanll Dayaり i(78)

10.Lakhdhirsinh Dayalli(45)

11.Chandubha Takhubha(45)

12,Pratapsingh J■ ubha(25)

13.Udesinh Vibhali(48)

14.Manluba surali(78)
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写真 1 カッチ湿原の ドーラビーラで発見 写真 2
されたインダス支明の遺跡。f四

大文明/イ ンダス』 (NHK出 版 )
より引用。

2001年 8月 、バラチャディ村で造 写真 3

成中のチェックダム。天理大学生

も多数作業に加わった。

2001年 8月 、バラチャディ村で完

成したチェックダム。完成翌日の

豪雨により、写真のように水が溜

まった。

写真 4 バラチャディ村の海岸付近の砂丘 写真 5
地帯に生育するある種のサボテン

(現地でKantaraと いう)。

バラチャディ村の砂丘地帯に生育 写真 6
するニーム (現地でLimbdoと い

う)。

バラチャディ村の砂丘地帯に生育

する棘のある木 (現地でBavarと

いう)。

写真7 バラチャディ村の砂丘地帯に生育 写真 8
するマメ科の木 (現地でAvediと

いう)。

―

棘のある木 (Bavar)は 家畜を図 写真 9
う時の簡易オ耳[と して使われる。

Avedの葉を潰して患部に当てる
と、骨折やケガの痛みを和らげる

という。

写真10バラチャディ村の砂丘地帯を行き
来する羊・牛飼いの親子。

写真11 バラチャディ村の内陸部の農地
は、大小の礫があちこちに散乱す

る荒地状態。

～ ′レ

写真12チ ェックタム完成後の周辺農作物
への影響について、現地のプラビ

ンシンさん(右 )と打ち合わせをす

る筆者の一人、井上。
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写真13完成後1年半経過 したバラチャデ
ィ村のチェックダム。2003年 3月
の撮影時には水は溜まっていなか

った。

写真14チ ェックダム付近に生えるニーム
(中央)。 この木はダムに水が溜ま

ってから生長が早くなったという。

写真15 プラビンシンさんのお母さんの畑
の出入口付近に生える大きなイチ

ジク (現地でVadる という)の木。

写真16写真 15の イチジクの木に生って
いる果実 (実際は花托 )。 日本の

イチジクとは異なる。

写真17プラビンシンさんのお母さんの畑 写真18 プラビンシンさんのお母さんが所
の出入口付近に生えるザクロ (現     有する井戸。この水は淡水だが、
地でDadamと いう)の木。        チェックダムができる前は塩水だ

った。

写真刊9 プラビンシンさんのお母 さんの 写真20プラビンシンさんの小麦畑で行わ
畑。手前の井戸から水を汲み上げ     れていた収穫作業。
て畑に散水し、落花生と綿花を収
穫 した。

写真22 プラビンシンさんの自宅致地内に
は牛が飼われ、ビニールシー トに

は収穫された小麦が山積みされて
いる。この村では裕福な家である。

写真23 この家屋には、村の中では経済的
に中流層に位置づけられる人たち
が住んでいる。

写真21 プラビンシンさんの自宅。家の前
はきれいに掃き整えられている。

写真24石積みされた住居には、村の中で
は経済的にあまり恵まれない人た

ちが住んでいる。この集落に住む

人たちは漁業で生計を立てている。
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インドの巽境問題を考える

地域文化研究センター 佐 藤 孝 貝町

天理大学「国除参加プロジェク ト2002Jの一環として、

私は2003年 3月 5日 から19日 までの15日 間、インドヘ行く

機会を得た。目的は、2001年 1月 26日 に起きたインド西部

大規模地震の被災地の祝察と、同年 8月 に「国際参加プロ

ジェク ト2001」 の一環として現地で造成 したチェックダム

(農業用小規模貯水ダム)の農作物への影響・効呆を調査

するとともに、被災後に建てられた現地小学校の図書館づ

くりを学生らと―緒に行うことであった。

本稿は、今回の「プロジェク ト2002J期 間中に滞在した

デリー、アグラ、ジャムナガールの 3箇所で♂口lべた結果に

基づいて、インドの環境問題の現状と問題点をまとめたも

のである。なおこの内容は、4月 15日 、おやさと研究所/

第156回研究報告貪で発表したものであり、「グローカル天

}甲 J(第 4巻第 4号 )の 「インドの環境問題について考え

るJの内容を一部変更してより詳綱にまとめたものである。

最後に、ニューデリー市街をあちこち案内していただき、

緑化のようすについて調べる機会を与えていただいた現地

滞在の小不Π田宏明「日刊インドビジネスJ誌編集長に対し、

また今回のプロジェクト実施に伴ってさまざまな面でお世

話になった天理大学地域文化研究センター長の井上Π召夫教

授、同センター研究員の近藤雄二教授、そして天理教海外

部の佐々木則夫氏に対し、ここで改めて深甚なる謝意を表

する次第である。

以下に調査結果について報告する。

1.デ リー及びその周辺

デリーの市街地や郊外のところどころに、ホームレスの

人たちがつくった掘っ建て小屋や粗末なテントが並んでい

る(写真 1)。 その近くの小川や湿地を見ると、乾期のせい

か、それらの場所は石油系の油が浮いた汚潤排水路や廃1夜

がたまった水溜まりの状態になっている。バスの車窓から

それらを眺めるとき、水質の汚染がいつも気になっていた。

2003寄ユ3月 10日 付 「The lndian EXPRESSJ イこよると

(写真 2)、 インドの首都・デリーの北部や西部一帯では、

この記事掲載日から20日 間のあいだに 51Jも 浄水施設がlォ l

鎖されたという。製糖工場や製紙工場、蒸留潤製造所から

たれ流される未処理排水があまりにもひどく、十分浄化さ

れずに者F市住民の飲料水として1是供されている実態が明ら

かになったのである。人口およそ400万 人のデリー市民に

とって生活用水の90%が上記 E場 などから排出される汚染

廃液に蝕まれているという記事は、「水問題」がインドを

揺るがす重大な環境問題となっていることを内外に示す結

果となった。記事によると、ヤムナガールでは製紙工場な

どから排出される最も汚染度の高い化学物質がアンモニア

で、チップや紙の漂白に使われる県素も汚染度が高く、ダ

イオキシンの発生原因にもなっているという。もちろん工

場廃水だけではなく、農家が使用する肥料や殺虫剤を含む

農業排水も、本質汚染に深く関わっているという。

似たようなことは、高度経済成長期の日木でも各地で見

られた。例えば「水俣病Jの原因である有機水銀のように、

水質汚染問題は環境問題の中でも「公害Jの カテゴリーに

属していたもので、昭和30、 40年代の日本はまさに世界が

注目する「公害実験J国であった。途上国の工場廃液と水

質汚染の因果関係は明白で、残念ながら今日のインドもそ

の轍を踏んでいるのは残念である。しかし、今日のインド

が当時の日本とは明らかに違 う点がある。それイよ、もう一

方の環境問題である「自然保護」に対する祝点がしっかり

していることである。それは都市計画における緑化対策・

植小イ(計画が優れている点である。それぞれ時代的背景が異

なるとはいえ、当|1寺の日本では都市緑化は二の次で、公園

には樹木よりも遊戯施設の設置が優先 されていた。ところ

がニューデリーの都市計画のように、今日のインドでは都

心部の街路樹は剪定されていないため木々は伸び仲びと生

長し (写真 3)、 謝
'市

公国に生育する樹木も太陽光を遮る

かように樹冠部を広げている。まるで木々に神様がやどっ

ているかのように大切にしている。そして、ちょっとした

オープンスペースでもあれば、育樹が行われる (写真 4)。

ニューデリー市街地の一画に大きな公園が配置されてい

る。この公図にはたくさんの樹木が植栽され、休日ともな

るとお年寄りや家疾連れが散歩がてら訪れ (写真 5、 6)、

あるいは柔軟運動やジョギングを楽しんだりする (写真

7)。 またその公国の中には、インドに広く分布するアキ

シスジカが数多く囲われた「ディアパークJが あり (写真

8)、 子供たちの「動物とのふれあいの場Jと なっている。

むしろ特筆すべきことは、豊かな森を育てようという祝点

の中で、防虫効果が高いニーム (イ ンドセンダン)と いう

木を公国のあちこちに植え、蚊や蜂などが来ないようにし

ていることである (写真 9)。 実際、公国内には池や湿地域

があったにも関わらず、筆者が散策したときには蚊はいっ

さい飛んでこなかった。まさに、樹木の特性を活かした森

づくりの手本といえよう。これは評価に値する政策である。

2.ア グラ及びその周辺

デリーからアグラヘ向かう幹線道路の途中、大型自コカ車

が通行料を支払うべき場所がある①私たちが乗ったバスが

その場所で停車していると、どこからともなくナマケグマ

を操る中年男ツ上がやってきて、私たちにクマP討 りを見ない

かと求めてきた。もちろん有料でである。今話題の彼らの
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実態を知るせっかくの機会であることから、見ることにし

た (写真10)。 鼻口部に紐を通してクマの動きをコントロ

ールする行為は動物虐待だという1し判が以前からあり、こ

の見せ物に対する抗議がインド国内のみならずオーストラ

リアや英日、フランスのコノ」物愛護団体 (NGO)な どから
も噴出していた。このことは、インド航空が発行する機内

誌「SWAGだ劇 の2003年 3月 号にも掲載されていた (写真
11)。 ナマケグマを見せ物にしている人たちはジプシーの

人たちで、最近になってこれを始めたわけではなく、300

年以上も前から続けている。彼らのとっては先祖代々から

続 く商売であり文化の一部でもある。もしこの見せ物が

「動物虐待Jと して国除的に非難され中止に追い込まれる

のであれば、彼らが代々引き赳いできたこの「文化Jは否

定されることになる。必ずしも同じドロ打題ではないが、日本

文化の一つであるクジラの多目的利用が世界の動物愛護団

体から非期にされたように、「動4勿保護」は「文化Jと の関

連から考えると、結論を出しにくい環境問題である。

アグラ市内には有名なタージーマハールがある (写真

12)。 しかし、その場所へ行くには途中で電気自動車に乗

り換えねばならない (写真13)。 タージマハールは大理石

でできた歴史的文化遺産であることから、車の排ガスによ

る酸‖t雨被害を防ぐためにこの建造物への通行を電気自動

車に限定したことは評価すべきことである。しかし、怪1出

やガソリンを燃利とする申に比べて,I:倒 的に台数が少ない

電気自動車を数分間程度走らせることの意義は、私には良

くT甲解できない。人類の世界的文化遺産を後世に残すため

にも、更なる総合交通システムのl密立を望みたい。

アグラの環境 F口月題の中で最も気になるのは、市内を流れ

る川の汚濁・汚染状況である。私たちが痛1自 したホテルの

すぐそばを流れる小さな川は、川というより悪臭深う排水

路と化していた (写真14)。 それだけではないc川の法面

や川の中にはさまざまな用途にlたわれたごみが捨てられ、

すっかり「ごみ捨て場Jに なりかけていた。そんな川の上

を見ると、電線で羽を休めるノドシロカヮセミがいた (写

真15)。 餌の小魚をl市食しようと、けなげに川の中を見て

いるようだったが、私にはその川に魚のいる気配はまった

く感じられなかっため仮にいたとしても、汚染物質が生4勿

濃縮された小魚であり、それを食べなければならないカワ

セミの運命が気になるところである。

アグラ市内にはもう一つ有名なお城、赤砂岩でできたア

グラ城がある (写真16)cこ こには実験動物としてよく使

われるアカゲザルが、時には観光客に食べ4勿を求めながら

半野Jiの状態で生息する (写真17)。 日本では、観光客を

呼ぶために野生のニホンザルを餌付けして引き寄せ、その

ことで観光客を喜ばせていたが、当初緊張 して逃げ腰にな

っていたサルが次第に図々しくなり、今では人F]か ら直接

食べ物奪ったり、あるいは土産物店の ドアを開けてイとJI甲 1を

盗んでゆくものまで現れた。日光ではついに「日光市サル

餌付け禁止条 l′ノlJま で制定し、ニホンザルヘの餌 l、キけ行為

を禁 にした。しかしよく考えてみると、最も迷惑を被って

いるのは人間ではなくむじるサルの方である。人間による

身勝手な餌付けがなければ、このような事態に陥ることは

なかったはずである。このことを考えると、アグラ城での

アカゲザルと人間との関係は、まだ比較的良い関係にあり、

この程度の関係でとどめておいた方がいいのではないかと

思う。むしろ考えなければならないのは、人P口打が捨てた生

ゴミやスナック菓子、さらにプラスチックごみ等がアグラ

城の地而に散乱していることである (写真18)。 観光客の

ごみポイ捨てモラルの低さもさることながら、食品添 l」l物

や残留農薬の恒常的な摂取による野生動物への悪影響がも

っとも懸念される。発癌14・ 催奇形‖生だけでなく内分泌撹

乱を引き起こす化学4勿質の汚染問題は、野 /キ動物の保護・

共存問題を一層難 しくさせている。

3.ジ ャムナガール市内

P、先述したように、筆者は天理大学「国際参加プロジェク

ト2002Jの 一環として、グジャラー ト州ジャムナガール地

方ジョディア那 (taluka)の バラチャディ村でチェックダ

ムと農作物との因果関係を調査するとともに、学生たちと

一緒に現地小学校の図書館づくりもおこなった。この間、

調杏場所や作業場所がほぼ同じ地域であったことから、プ

ロジェク ト参加者はジャムナガール市内の同じホテルで宿

泊した。そこで調査や作業の合間を見てホテル周辺の環境

状況を調べたところ、ホテルが建っている場所はもともと

小 さな川とその周辺に広がる湿地域であることがわかっ

た。朝ともなるとイノシシが食べ物を求めてホテル周辺に

やってくる (写真19)t湿地に生える植物を主に食べてい

ると思われるが、ホテルのコンクリー ト壁外側の湿地域に

はホテルから出たと思われるごみが共に造作に棄てられてい

たことから (写真19)、 これら残飯などを食べているかも

しれないと思った。いずれにおいても、ホテル関係者のご

み意識の低さには背くばかりである。アグラ城の地表面に

拾てられていたごみもそうであったように、公の場では安

易にごみを捨てる傾向にあるようだ。しかし、いくつかの

家を訪問してみたが、庭など屋敷内にはごみ一つ務ちてい

ない。自分たちの屋敷内はきれいにしているのである。こ

の「公Jと 「私Jの極端なギャップにも驚かされた。

宿泊したホテル入回の前には小さな川が流れ、湿地‖ヘ

と水は流れ込んでいる。しかし、この川には石 1由系の1山が

水面を被い、ところどころに古タイヤなどが捨てられてい

る (写真20)。 またこの川と並行して走る道路の脇にはご

みが散乱 し (写真21)、 まるでごみを埋め立てて建設した

「ごみ山J道路のようにさえ見えてくる。そして、川もま

るで排水路であるかのように汚湖 している。これでは、水

生動物はほとんど生きられないだろうし、仮に生きていた

としても汚染物質にまみれた、絶え絶えの状態かもしれな

い。また、この汚染した水が湿地帯へ流入すると、ホテル

周辺で採餌するイノシシにも汚染4勿質が蓄槙され、そのイ

ノシシを食べる人間にも汚染が広がる。この状況はアグラ

市内で見たホテル近くの川とノドシロカヮセミとの問の関

係とFlじ であり、写真 2で紹介したデリー周辺のJ:場廃水

路とも似た問題である。おそらくインド仝域では同様の問

24



題をかかえているのではないだろうか。深刻な水質汚染の

問題である。

4.ま とめと今後の課題

以上のように、 3箇所の地域に分けて環境問題をまとめ

たが、どの地域にも共通するのは「水買汚染」問題である。

私たちがインドヘ行っているとき、京都・大阪・滋賀で

「第 3回世界水フォーラム」が始まった。国連が「環境の

日」と定めた 6月 5日 のテーマも「水」であった。そして、

アフガニスタン復興の鍵を握るのも水である。いずれにお

いても、水問題は地球的規模の問題であり、一つの国だけ

で解決されるものではない。川や湖沼の水質悪化をもたら

すのは明らかに人間であり、それらの原因物質をたれ流し

ているのも人間である。世上の「鏡」として映し出された

今日の環境問題は、私たち人間の邪悪な心の姿が反映され

たものであり、未来も生きようとする私たち人間に対する

神様からの厳しい警鐘のように思えてならない。

紀元前2500年頃、現在のグジャラート州はインダス文明

の広がりの中にあり、当時としては極めて高い文明が築か

れていた。カッチ湿原の一画で発見された「ドーラビーラ

遺閉」は (写真22)、 水F口可題の重要性を今日の私たちに問

いかけているように思われる。この遺跡は、インダス文明

の中でもパキスタンの「モヘンジョ・ダロ」に lし敵する大

規模のものという。例えばモヘンジョ・ダロ遺跡で明らか

になったように、インダス文明の都市では各家庭に水道設

備が完備し、 トイレも水洗で悪臭が漂わず、下水溝までレ
ンガで作られていた。当時、今日においても遜色ないすば

らしい水道設備を既にlド円えていたことになる。まさに、驚

きである。インダス文明が栄えた頃に比べて現在の方が明

らかに乾燥化し、水を得るのが難しい】犬況にはあるが、今

から4500年前に住んでいたジャムナガールの人たちの方

が、現代人よりも近代的な生活をしていたことになる。皮

肉といえば皮肉である。

いずれにおいても、インドでは古来より身を清めるため

の沐浴は重要な意味をもっていた。沐浴に使う水はもっと

も神聖なものであった。ガンジス川が沐浴の場あるように、

インド社会では水は神聖で欠かすことができないものであ

る。その神型な水が、今インド社会を揺るがしているので

ある。まさに、今日のインド社会では水質汚染は極めて深

刻であり、「水」は最も重要なキーワードである。しかし

そのキーワードの重要性は、インドだけでなく、地球的規

模においても同じなのである。すなわち、21世紀のグロー

カルなテーマは「水」であり、インドはまさに世界の縮図

の中にあるといえる。
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写真 1 市街地の道路脇に定住するホーム
レスの人たち (デ リー市内)。

写真 2  「The indian EXPRESS」 (2003 写真 3
年3月 10日 付)に掲載された水質
汚染の記事。

剪定されず伸びイ申びと育つ街路樹
(ニューデリー市内)。

写真 4 鬱蒼とした都市公国内のあちこち
に植栽された苗木 (ニ ューデリー

市内)。

写真 5 緑豊かな都市公国内の日だまりで
休息するお年寄り (ニ ューデリー

市内)。

写真6 休日に都市公国内を散策する家族
(ニューデリー市内)。

写真7 休日に都市公園内で柔軟運動を行
う市民 (ニ ューデリー市内)。

写真8 都市公園内の「ディアパーク」で
飼われているアキシスジカ (ニ ュ
ーデリー市内)。

写真9 都市公園内に多数植栽されたニー
ムの木 (ニューデリー市内)。

聰転裁系冨ひ器観TII単|
O「 (iattsatЮ に mい Jtt an4側 f03U a「じldttη 9苗8PS  と  

｀
 十L.「 i

写真10 デリーからアグラヘ向かう幹線道
路で観光客相手に行われるナマケ
グマの踊り。

写真12大理石でできたタージマハール
(ア グラ市内)。

インド航空の機内誌「SWAGAT」
(2003年 3月 号)に掲載された
「クマ踊り」に関する批判記事。

写真司1
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写真13 タージマハール周辺で走る電気自
動車 (ア クラ市内)。

写真14市街地を流れる悪臭漂う川とそこ
に捨てられたごみ (ア グラ市内)。

写真15悪臭漂う市街地の川縁の電線で羽
を休めるノドシロカワセミ (ア グ

ラ市内)。

写真16赤砂岩でできたアグラ城 (ア グラ
市内)。

写真17アグラ城の入り口付近で観光客を
みつめるアカゲザル (アグラ市内)。

写真13ア グラ城下の地表面に捨てられた
ごみ (ア グラ市内)。

写真19ホテル横のごみ山と隣接する湿地
で餌を食べるイノンシ (ジ ャムナ

ガール市内)。

写真20古 タイヤ等が捨てられていたホテ 写真21
ル入口前のノ」ЧI(ジ ャムナカール
市内)。

ホテル前の幹線道路Л為に捨てられ

ていたごみと小川 (ジ ャムナガー

ル市内)。

写真22 カッチ湿原の ドーラビーラで発見
されたインダス支明の遺跡。『四

大文明/イ ンダス』 (NHK出 版 )
より引用。
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インドからアフガニスタンヘ
ーー「国際参加」プログラムの方向

地域文化研究センター長 井 上 昭 夫

1.イ ン ド・ アーナ ン ド市 IRMA研究所訪間

「国際参力H」 インドプロジェク ト第 2回隊より3日 遅れ

て、2003年 3月 7日 深夜デリーに到着。空港で学生引率の

佐藤孝則教授と何時も学生がお世話になる小和出宏‖ナl『 日

刊 :イ ンドビジネス』誌編集長の出迎えを受ける。小和田

氏とは30数年前、筆者がシンガポールに滞在 していたとき

からの旧知の仲である。その夜はグリーンパークにある小

和田氏宅に佐藤氏と共に1自めてもらい、早朝 4時半にデリ

ー空港へ出発、6時10分発のプロペラ機でグジャラート州都

のアーメダバードヘ向かう。空港からタクシーで 2時間南

下しアーナンド市にある地域経営アーナンド研究所hsitu俺

of RurЛ Management Anand(IRMAlへ 着く。日本を出発

前から交信 していたIRⅣIAの スミタ・ミシュラ・パンダ教

授と共同研究について情辛R交換を行う。IRMAはスイスに

よる援助などで出来た大学院クラスのインドが誇る酪農・

自然環境問題を主とした地域開発の調査研究をすすめてい

る国立研究所であり、日本からの研究者の訪間も少なくな

カッチ`星地帯
RANN OF KACHCHH

カブダ

ジャムナガール
JtnmI〕 agal

アラビア海 アーナンド
Anand

インド・グジャラート州歴訪地

い。翌 9日 には京者F)で開催される「第3回世界水フォーラ

ム」に招待されているという国際的にも著名なビシュラ・

バラブ教授を紹介され、名刺を交換し再Pォ月を約束する。

2.震源地ブッジ・ NGOア ビヤン本部視察

9日 午前10時、車をチャーターしてアーナンドから2001

年に発生したインド西部地震の震源地ブッジヘ向けて出

発。NGOのセンター・アビヤン本部 (Kutch Nav Nirmall
Abhサa■ )を訪 Pロロするためである。白布を大地に覆い被せ

たように延々と広がる塩田風員を見ながら、カッチ湾にか

かる橋を渡り、目的地に近づくに連れて、地震被災地に立

つ国内外のNGOがアと幸てた様々な形のシェルター材が視界
に入ってくる。ブッジには日暮れ前に到着する。 2年前の

大地震で崩壊した建物のアメ犬骸は、昨年まではあちこちに散

見されたが、いまはほとんど見られない。復興は進んでい

るように思われた。ブッジ唯一のホテルであるプリンスホ

テルにチェックインし、早速翌10日 のアポイントメントを

とる。

アビヤン本部SISC全景、ブッジ

ン゙ツ

すЩ

ブ

Ｂｈ

Ａ
』中・言

アーメダバード
Ahmedabad o

IRMAス ミタ・ミシュラ 。パンダ教授とIRMAにて
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10日 午前10時、アビヤン本部に隣接されているシェルタ

ー開発のサポートセンターであるShelter hnovation and

Support Center(SISC)を 訪問する。ここには地震被災者

のため各NGOがデザインした独自のシェルターモデルが

建てられており、建築素籾も外観もさまざまであり非常に

参考になった。

本部事務所は竹を主素羽として建てられていた。アフガ

ニスタン北部の地震被災地であるナーリン地区にも招待さ

れたという建築家キラン・ナグラ氏と会い、アフガンのシ

ェルター建築資料や写真を大手。筆者が天理大学天ナ里エコ

モデル・デザイニングセンターで進めているアースバッ

グ・シェルターの写真や英文資料、そしてその英文ビルデ

ィング・マニュアルを見せると、ナゲラ氏は強い関心を示

し、是非アビヤン・センターでも作って欲しいという。こ

こt引よ世界か ら難民のためのシェルターモデルを造る

NGOが 集まるから、広報についてはジャムナガール市で

建設するよりも効果があるだろうとの話であった。

そして、そのI里由は何処にあるのかという社貪学的な分析

と評価が必要だという点である。地域の文化や伝統を考え

ずに、新建築素羽や最新技術を使っての援助は、如何に善

意から出たものであっても、思慮に欠ける。現地のNGO

や被災者との話 し合いを重ねてすすめることが肝心であ

る。与えられたシェルターに被災者は親しめず、家畜用や

倉庫として利用 し、肝心の人間は野外で寝ているというケ

ースもある。

地域の人たちが長きに渡って育んできた伝統文化を「根J

(リ ブーム)と して深く敬意を払い、新 しい技術やアイデ

ィアをその上に枝葉として繋いでいく手法が人道援助に際

しては必要である。人道援助の社会的モデルを求めるにあ

たっても、1■4勿の生態のあり方から学ぶことは多いっこの

ことを筆者は「接ぎ木」モデルと称 している。新しいとこ

とは、古いものを必ずしも否定することではない。新旧や

個と全体を包根融合する「グローカルJの発想がここでも

活かさ才をねばならないと考えている。

4.カ ッチ湿地帯 にあるカブダ村 ヘ

3月 11日 、アビヤン・センターのコンサルタントである

サバサチ氏に案内してもらい、車でブッジ北方にあるカブ

ダ村へ向かう。地上最後のフロンティアとも言われるこの

地域はグジャラー ト州のカッチ県にあり、アラビア海に接

している。乾期になると広大な半砂漠地帯へと変化するパ

キスタン国境に接した大塩性原野でもあり、面積は約 2万

平方キロ術で、雨期には大沼沢地となる、またここはフラ

ミンゴが飛来する地域としても有名であり、地域警察の許

可なしには入れない。カブタ村は雨期になると本土から切

り離され孤島となる。

カブダヘの途中さまざまなNGOが建設 した多様なデザ

インのシェルター群を散見したが、カブダには屋根が伝統

的な萱茸きから瓦にとって代わったドーム型のボンガが林

立していた。

カブダの伝統的家屋や壁面に描かれているデザインは極

めてユニークで芸術
′
性が高い。

カフダ村のボンガ群

この地の女性が織る色彩豊かな織物は壁掛けやテーブル

クロスなどに使われ、民芸品の千重類も豊富で、衣装や装飾

品は赤色・濃利
「を主体としたものであり、その製品は外貨

SISCの建築家キラン・ナゲラ氏

!.1、9翼ぎ ギt~単¬よ

ナゲラ氏設計のボンガ

3.「グローカル」な「接木」モデルの発想

入手したNGOの報告書『Coming Together」 Vol1 4の 資

料には、100点近くの建築素材や外観の異なる国内外の

NGOが建築しているシェルターの写真が紹介されていた。

それぞれ|□性があって興味深いが、問題はどのシェルター

が現地の被災者に受け入れやすいか、受け人れにくいか。

29



〔勢 ピギiFt■・←守増!!ぃ _拶■+、

Fど
_i手

=…

t十 ■ ソ丁 ‐i■章
..■   ―二i 'ュ‐ュrl,■ を二:

萱葺きの屋根とレンガ屋根のボンガ
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名

堪
カフダ村のボンガ内部装飾例

カフタ村のボンガ内部装飾例

カフダ)地震被災復興センターのボンガ

カジダ地震被災復興センターのボンガ

稼ぎの中核となっている。イギリスのNGOな どは教万単
位で民芸 I∵ |を購入 し、それを本国で販売 しNGOの 資金に

充てているとも問いた。カブタからブッジ往復には約 5時

間を要 したc

また、カブタllを北上しバキスタン国境が見える山裾ま

で足を砥ばし、乾朗のためか水の流れていない川を
'医

きIli

めた幅20メ ー トル程のチェックタムを見学 し、その隣1妄 し

た場所で1人で井戸掘 りをしているインド人に出会い一緒

ボンガ前の仕事場で工芸品を作る女性
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手彫りの井戸の底で

井戸水を運ぶカブダの女性

井戸水の運搬は女性の日課

にしばらく掘って記念写莫をとる。

近くには大きな深さ50m位の井戸もあったが、ここでは

モーターで水を汲み上げ、農婦や娘が頭上に水瓶を乗せて

水を運ぶ光景にも出套った。

午後 3時頃ブッジのホテルに帰還。一体みして翌12日 、

ブッジの南方約300kmに あるジャムナガールに向かい、学

生達のいる本隊に合流 しようと思ったが、昼間極暑の中を

走るのはもう体力的に自信がないので、時間の倹約もあり

夜間に移動することにした。ライトバンの上下に震動する

後部座席に横になり、揺れる窓からオリオン星座と満月が

交差するのを眺めながら、インドの流行歌をテープで流 し

てもらい、 8時間かけて一路南下した。深夜 2時半にジャ

ムナガールの本隊が宿泊 しているビシャールホテルに到着

した。

5.新チェックダム建設現場へ

翌朝18日 6時に起床、 8時に学生とともにマイクロバス

に分乗してバラチャディ村のボンガ作業現場へ向かう。昨

年 8月 、ポランティアの天理大学の学生が自主的に建設し

たボンガに隣接して進められているシェルターの上裏積み

上げ作業を手伝った。その合間をぬって佐藤教授と昨年も

力になってくれたプラビンシン・デブブハ君に、チェック

ダムが及ぼす農作物への増収効果について詳しいヒヤリン

グを行い、現地NGOの レッカ・タンナ女史に案内されて

農地と井戸を祝察した。また、来年度のチェックダム作業

の予定地を 2箇所見学し、記録・計波Jな どをおこなった。

そのうちの一箇所は建設途中で資金英性のため、作業がス ト

ップしたままであった。

また、近隣のバラチャディ村の農民から、近くを流れる

河川から水を引いて低地になっている広大な土地を、巨大

な保水地にしてくれないかと依頼される。村長のサンパ・

ノンデマ氏は、この 9年間毎年村の役所にチェックダム建

設を願い出ているが、なしのつぶてであるというので、そ

の夜タンナ氏の自宅にジャムナガール市の農業水利担当の

地域開発局長ジャントクマル・セヴァック氏と共に、事情

を聴取 し激論を交わした。結果は、村民と地方の役所十日当

者の両方に原因があるということを、さまざまな行政の言

い訳を延々とインドなまりの早回の英語でまくし立てられ
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建設が頓挫したカッチ湾に面したチェックダム

て納得 させ られてしまった。議論はレッカ女史も交えて

延々 2時間も続いた。会談には地ノしのプルハブ新聞社のデ

ニッシュ・ヴォラ記者他一名も同席 し取材をしてもらっ

た。後で聞くと、日本の百姓一揆の話をした事もあってか、

農民の味方に立つ激 しい日本人がやって来たものだと言う

相手方の印象になっていた。当方としては農民ばかりでな

く行政サイ ドからもインド事情を勉強させて貰った訳で、

その上関連資料も局長から手渡されて有意義であった。

ただ、地方行政の複雑な事情が絡むこのような事業は

我々の手に負えないので、日本大使館を通して」ICAに 申

請 された方がよいとア ドバイスをしておいた。保水事業の

図面などは帰国後に筆者へ郵送され|ガ,力を依頼されている

が、当センターとしては人手不足で手が回らないのが実】犬

である。しかしながら、天理大学の現地での活動を知るに

及んで村長がわざわざ面会を中し込んできたのは、ささや

かではあるが「他者への献身」という本学の国際参加プロ

グラムの実践があったからである。こういった国際人道援

助事業は、文部科学省が推進しはじめているアジア開発銀

行などとの協力を得て産学協同で進める大学の国際開発協

力の一貫としても位冒ヒづけられているが、現在の本学のセ

ンター規模では、それをこなしていく教員の数が絶対的に

不足しているのはまことに残念である。

6.井 戸掘 りの現場へ

3月 13日の午前は、井戸をボーリングする会社を調べて

連絡を取り、ボアウェルという会社の技術者とシュリー・

クリシュナ社長にホテルから30kmほ ど離れた早魃で水不足

に悩む農村の井戸掘り現場に案内された。大型のモーター

車が岩石を掘削するピストンを力強く上下に動かし、あた

りは砂煙があがり、耳をつんざく騒音でそばでは会話もで

きない。インドでは l sqフ ィート (約 0.027∬ )を手掘り

するナ場合は35ル ピーが相場であり、70m位 までなら手掘り

が可能、通常15m位でこのあたりでは水は出るとのこと。
ただし地質が岩石の場合は、 l sqフ ィート1,00oル ピーと

いった説明があり、将来考えているアフガニスタンでのカ

レーズ修復事業にも参考になった。アフガンの伝統的な手

動井戸掘り機器には、あとで述べるカブールのB・ セディ

クザード氏のほ[宅で思いもかけずに出会うこととなった。

7.ア フガニスタンヘ

3月 17日 、予定より数日遅れ、夏のデリーからアフガ

ン・アリアナ航空で冬のカブールに到着。荷物が者かない

というハプニングはあったが、そのお陰でバザールに出向

き、難民が自ら与えられた救援物資を売ったと思われる日

本製の古着のセーターや、靴下、 トレパンなど冬物ひと揃
えを5米 ドルで購入し、雑踏の中で活気を取り戻す庶民の

姿をじかに見ることが出来た。

的

バザールの中古品を売る店

バザールで見かけた女性の殆どは解放されたとはいえ、

ブルカという全身を覆い隠す服を着用している。異なる固

有の宗教伝統文化には、欧米の女性解放のロジックは簡単

には通用しないことを改めて知る。

8.カ ブール大学へ

ポパール学長にインタビュー記事が掲載されている『はっびす
と』を手渡す

3月 18日 カブール大学を訪問し、アクバー・ポパール学

長とモハメッド・Y。 モッシニ農学部長、グラム・ラス

ル・ファジー冨」部長アフガニスタン環境保H雙センター長の

ネサー・コヘスタニ教授と面談した。持参の竹数種類の植

樹実験やボンガ建築などについての協力を資料を手渡し依

頼した。植物病理学者でもあるポパール学長とは2002年 11

月の広島会議で呪懇となり、その後連絡を取り合っていた。

そこでカブール大学の農学部と工学部建築学科の l才サカの

下、シェルターモデルのストローベイル (藁)を使ったエ
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建設が頓挫したカッチ湾に面したチェックダム

て納得させられてしまった。肘]洗論はレッカ女史も交えて

延々 2時間も続いた。会談には地元のプルハブ新F耳月社のデ

ニッシュ・ヴォラ記者他一名も同席し取材をしてもらっ

た。後で聞くと、日本の百姓一揆の話をした事もあってか、

農民の味方に立つ激しい日本人がやって来たものだと言う

相手方のF口象になっていた。当方としては農民ばかりでな

く行政サイドからもインド事情を勉強させて貰った訳で、

その上関連資料も局長から手渡されて有意義であった。

ただ、地方行政の複雑な事情が絡むこのような事業は

我々の手に負えないので、日本大使館を通してJICAに 申

請された方がよいとアドバイスをしておいた。保水事業の

図面などは帰国後に筆者へ郵送され:ガJ力 を依頼されている

が、当センターとしては人手不足で手が回らないのが実状

である。しかしながら、天理大学の現地での活動を知るに

及んで村長がわざわざ面会を申し込んできたのは、ささや

かではあるが「他者への献身」という本学の国際参加プロ

グラハの実践があったからである。こういった国際人道援

助事業は、文部科学省が推進しはじめているアジア開発銀

行などとの協力を得て産学協同で進める大学の国際開発協

力の一貫としても位置づけられているが、現在の本学のセ

ンター規模では、それをこなしていく教員の数が絶対的に

不足しているのはまことに残念である6

6.井 戸掘 りの現場へ

3月 13日 の午前は、井戸をボーリングする会社を調べて

連絡を取り、ボアウェルという会社の技術者とシュリー・

クリシュナ社長にホテルから30血ほど離れた早魃で水不足

に悩む農村の井戸掘り現場に案内された。大型のモーター

車が岩石を掘削するピストンを力強く上下に動かし、あた

りは砂煙があがり、耳をつんぎく騒音でそばでは会話もで

きない。インドでは l sqフ ィート (約 0.027だ )を手掘り

する場合は35ルピーが相)易であり、70m位 までなら手掘り

が可能、通常15m位 でこのあたりでは水は出るとのこと。

ただし地質が岩石の場合は、 l sqフ ィー ト1,000ル ピーと

いった説明があり、将来考えているアフガニスタンでのカ

レーズ修復事業にも参考になった。アフガンの伝統的な手

動井戸掘り機器には、あとで述べるカブールのB。 セディ

クザード氏の邸宅で思いもかけずに出会うこととなった。

7.アフガニスタンヘ

3月 17日 、予定より数日遅れ、夏のデリーからアフガ

ン・アリアナ航空で冬のカブールに到着。荷物が着かない

というハプエングはあったが、そのお陰でバザールに出向

き、難民が自ら与えられた救援物資を売ったと思われる日

本製の古着のセーターや、朝し下、 トレパンなど冬物ひと揃
えを5米 ドルで購入し、衆佐踏の中で活気を取り戻す庶民の

姿をじかに見ることが出来た。

鶉

バザールの中古品を売る店

バザールで見かけた女性の殆どは解放されたとはいえ、

ブルカという全身をィ́覆い隠す服を着用している。異なる国

有の宗教伝統文化には、欧米の女性解放のロジックは簡単

には通用しないことを改めて知る。

8.カ ブール大学ヘ

ポパール学長にインタビュー記事が掲載されている『はっぴす
と』を手渡す

3月 18日 カブール大学を日方間し、アクバー・ポパール学

長とモハメッド・Y。 モッシエ農学部長、グラム・ラス

ル・ファジー副部長アフガニスタン環境保護センター長の

ネサー・コヘスタニ教授と面談した。持参の竹数種類の植

樹実験やボンガ建築などについての協力を資料を手渡し依

頼した。植物病理学者でもあるポパール学長とは2002年 11

月の広島会議で呪懇となり、その後連絡を取り合っていた。

そこでカブール大学の農学部と工学部建築学科の協力の

下、シェルターモデルのストローベイル (藁)を使ったエ
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日本から帰国直後のモッシニ農学部長と

目的はアースバッグやストローベイル建築を行っている

Bullders Wihout Borders(BWB・ 国境なき建築家機構)、

そして筆者がフェローをつとめるユニタールの二者を連携

して、天J里大学地域文化研究センターとおやさと研究所の

エコモデル・デザイエングセンターが触妹となり、人道援

助事業を立ち上げようという木学が目指す、国際性と宗教

性を兼ねた「国際化」と「他者への献身」、つまり「建学

の精神Jの具現化の地均しを行った。

9.シ ョマリ平野ヘ

ショマリ平野にあるデイサキ・サフラ・カンズ・ナウ村

をSFLの ラトフ・ラーマン氏に案内されて視察 した。

この村はカブールより北方20数にmに あり、タリバン政権前

には約550軒 の農家があり、10万本のブドウを栽培してい

たという。ソ運は道路を破壊したが、タリバンは農村にゲ

リラが紛れ込むのを恐れてブドウ園、カレーズ、建物のす

べてを徹底的に破壊 した。

■ Ⅲ 五

コヘスタニ教授とカブール大学図書館前にて

コ建築を合めたワークショップを行う提案などをおこなっ

たし木年 7月 に,ム島でアジア太平洋地域事務所を開く国連

ユニタール (訓練調査研究所)も 筆者の提案に関心を示し

ているので、センターとの脇傾lJ事業に立ち上げることが出

来ないかと考えている。

カブールでは、米国のウィスコンシン州に本部がある国

際的なシェルター建設機構NGOの Shelter for bfe(SFL)

のカブール支部を訪れ、今年の 1月 アメリカよりたまたま

カブールに来ていたSFL理事長のアレックス・ブルック氏

と、神戸で開かれたアフガン会議に出席したときに知り合

ったと辛築家のラトフ・ラーマン氏に会い、センターでのプ

ロジェクトの可能
′ν+について情辛R交換を行った。

復興に関った各国NGOの看板

|:iti

内戦の残骸

古代違跡のような姿をした日干しレンガの崩れ落ちた農

家や、根こそぎ破壊された一面に広がるブドウ畑を見て農

民の帰還を可能にするのはなんと言っても「水と住居Jだ

と感じた。

神戸のNGOは、ショマリ平野の村落救済のために「ブ

ドウ基金Jを立ち上げ、ブドウ畑の再建事業を計画してい

るが、私たちのセンターはブドウ栽培に必要なカレーズの

修復を考えている。

IFi:',万・ェ

SFLの ブルック理事長 (左 )と ラーマン氏 (中央)と
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「け〒ⅢⅢⅢl'町
"群

」出lF  l師拌|

水の流れていないカレーズ

▼
く

タリバンに破壊された農村

破壊されたブドウ畑

デイサキ村は3本の地下潅漑水路「カレーズ」 (Karez)

を有していたが、戦争や早′r魃っづきで「カレーズ」の泥の

清掃も怠っていたため現在は水が流れていない。しかし、

四季のある地域で採用されているイスラム暦の正月 (3月

21日 )の翌日は、筆者が滞在していたカブールでは5年ぶ

りの雨が降った。アメリカはイスラム暦の大晦日にイラク

を攻撃したわけだ。ショマリ平野でも4月 に入ると雨が降

り洪水まで発生している地域もあるという。ヒンズークッ

シュ山脈の雪解けが始まると、本格的な農作業が始まる季

節となる。

カレーズヘの井戸

発見された不発弾
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復興作業を手伝う子供達

ふるさとのデイサキ村に最近帰ってきた子供達

ハビタットが建てた干 しレンガシェルターの外観

基礎部分の石組みが雑な構造を指摘するラーマン氏
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水が出る数少ない村の井戸

lo.地底水路「カレーズ」とその修復効果

カレーズとは、山の上流で地下水脈に屈く深い井戸を掘

り、地 ド水をその深い水路から徐々に水路を浅くし、平野

の農地に水を引く地 F潅洸システムである。途中には数ヶ

所の井戸を掘り、地下水路にたまる泥を掃除しなければな

らない。デイサキ村は 5(m上流から水を引いていた。タリ

バン政権前にはショマリ平野には合計長短145本のカレー

ズがあったというcま た井戸やカレーズの他に、どの農村に

も「アラハットJと 呼ばれる保水池がある。その直径は 2～

3m、深さ 5～ 6m位の水槽タンク用の井戸と思えばいい。

ポンプで水を汲み_Lげ潅洸用水とする。デイサキ村には

約130の アラハ ットがあるが、すべて水枯れしたままであ

った。カレーズと井戸、そしてこのアラハットが村の水の

供給源であったが、いまは井戸のみが村の唯一の生活用水

であり、農業用水としての水資源が完全に不足 していた。

カレーズI多復プロジェク トについての要項は、①修復期間

は雨期の 4月 から9月 が理想的である。② 5kmカ レーズー

本に要する修復費用概算はUSS3000程度である。③現地労

fttJ者 の日当は 8時間労働で 1人 3ドル。監督官は別途経費。

④カレーズの深さは40～ 70m、 井戸は50～ 100m FH日隔、潅

漑水路は約1,000mの スロープ⑥⑤カレーズの先端には池

をつくり保水しておく。栓をして水をため必要なときに抜

いて水を農地に流す。カレーズの側面図は以下の通りであ

る。干 しレンガシェルターの壁
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カレーズの側面図

11.村落再生のための伝統的借款制度について

デイサキ村より北方 1.5 kmほ どにバボ・クチガール

(Babo Qucl■gar)と 呼ばれる村がある。アフガンでは伝統

的なCooperaive System(生 活協同組合)を復興の手段と

して最近採用した村である。このシステムは、農民から

loan system(借 款制度)に より抵当としてland dOcument

(土地所有証明書)を預かり、貸し主が長期資金を貸与す

るものである。借り主である農民はこの資金を元手に収益

をあげ、借用金返済と同時にland documentを 貸し主から

返却してもらうというシステムである。難民の自尊心を傷

つけず自立を促す人道援助の方法として、SFLが取りかか

ろうとしている復興事業であるが、勿論、シューラと呼ば

れる村会を通して諸条件 ,人選を行う。貸与金は農作物の

種の購入、必要備品、道具類などの購入、食料費などに当

てられる。現在村人からの申し出が数多くあるという。デ

イサキ村のシューラも同意しているとラーマン氏の説明が

あった。規模としては、家族構成にもよるが一農家500米

ドル前後が平均貸与額かと思われる。ブドウ畑再生もカレ

ーズの修復なしには不可能であるから、本センターがこう

いったアフガンの伝統的制度にのっとって、村落再生事業

を立ち上げることが出来れば、わが国の大学では初の試み

となるであろう。

12.元タリバン外務官僚 M。 ワヒー ド氏の情報

アフガニスタンの水資源復興に関してワヒード氏からヒ

ヤリングしたことを最後に追記しておこう。

中国政府は20数年前にパンジシール渓谷からショマリ平

野にむけて運河を建設した。戦争で管理不能となったが、

現在中国はこの運河再建に向けて事業を展開中である。戦

中この運河の二つのトンネル水路が爆破された。運河が出

来た一時期は、カレーズの水が不要となったほどの効果を

上げていたのである。アフガニスタンではヮルダックやロ

ガール州にはカレーズが多く、地底を通り抜けてくる雪ど

け水にはミネラルが多く合まれている。パンジシール渓谷

のグルバハールにはダムがあるが、もともとパキスタンに

流れていた川の水がパキスタンに流れないようにするため

に作られたらしいと、元タリバンの外務官僚モズダ・ワヒ

ード氏が話していた。

ワヒード氏によればソ連が30年前に造った、スルビ、ナ

ナルという二つの巨大なダムがジャジャラバードにあり、

カブールの電力は今もここから提供されているという。ま

たモヒノヾ―ルには、ジーメン社が50年前に造ったロガール

川の水を活かした水力発電所がある。

ちなみにワヒード氏は、海外在住アフガン人課題省の渉

外担当官で昨年ベストセラーになった Fア フガニスタン・

タリバン政権の 5年間』という本の著者であり、ダリ語で

タリバン内部からはじめて書かれたタリバンに関する本

は、イランのハタミ大統領派の新聞『HayヰトNow』 (「New
Living」 )と いう新間に連載された。その記事を読んだイ

ランの世界的に著名な映画監督・マハバルバフがカブール

までわざわざ著者を訪ねて来たという。 4月 に訳された英

語版はいまインターネットでも読めるようになっている。

筆者は日本語訳の浄}l訳権を親しくなったワヒード氏から得

たが、いまだ手がけずにいる。

ワヒード氏はカルザイ現移行政権のアフガン海外在住者

課題省の情報担当官であるが、奇しくもこの時の大臣はマ

ンガール・フセインという筆者の20数年来の友人である。

フセイン大臣室にて、背景は真柱様継承奉告祭記念品の火水風
の西陣織

フセインは後ほどアフガン政権の首相にもなったヘクマ

チャール氏の率いるヒズミイスラミという最大グリラ派閥

に属していて、 7年前に派閥を離脱しているが、当時は外

務報道担当の任にあった。フセインは再三日本を訪れ、天

理にも来ている。当時、筆者が立ち上げたアフガン難民救

済有志会が主催する講演貪で、ソ連侵攻直後のアフガン状
ワヒード氏の家族。右から2番目がワヒード氏
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G・ ヘクマチャール党首 (右)と フセイン君 (左 2番目)と
ペシャヮールにあったゲリラ本部にて、1980年

勢について講演してもらったこともある。その後、彼との

文通は50数通に及んだが、今となればこの往復書簡は当時

入手 したなまなましいソ連軍とアフガングリラとの戦闘ビ

デオ等とともに、当時の歴史を語る筆者にとっては価値の

ある資料となっている。フセインはカルザイ暫定政権下で

は、水資源・潅1既大臣を担当していた。不思議な縁を通 じ

てのワヒード氏との出会いであった。

13.スーフィー教徒 B・ セディクザート氏との出会い

i:  
lヽ.i,と :,

I:. :ド ■`●‐.

セディグザード氏と破壊された氏の住宅跡で

カブールの宿舎で出会って意気投合した、敬虔なスーフ

ィー教徒・アフガン人バ リアリ・セディクザード氏はカブ

ールの中心街のフランス大使館や国連宿合に隣接している

場所に邸宅を持ち、その一画を当センターがインドで建築

しているアースバ ッヽグ・シェルターの作業場所として提供

したいと申し出てくれた。氏の邸宅は、共産党やタリバン

の事務所として長らく占拠されていたらしく、14年間もア

メリカに亡命していたが、カブールが解放されて、たまた

ま帰国しているときに、筆者と同じゲストハウスに宿泊 し

ており、深夜までアルジャジーラやフォックス、BBCの

報道するイラク戦争の行方を見ながら、さまざまな国際政

治と言うより精神論を交わしたことがF口象に残っている。

静かで、詩的な、哲学者風の人柄であった。

14.オ マール兵器博物館など

案内者の左右はクラスター爆弾

諸外国製の弾薬の数々

スカッドミサイルと英国製ヘリコプター

カブールでは、オマール兵器博物館や戦争孤児の教育な

どを世話 しているNGOア シワナ本部 (Afghan Street

Worttng Children and New Approach)な どを祝察、情報

収集を行った。

前者については『グローカル天理』本年 5月 号の巻頭言

「劣化ウラン兵器とクラスター爆弾の恐怖」を参考にして

いただきたい。おわりに上記に報告した関連情報と、本セ

ンターの「国際参加」プログラムのこれからの提案を以下

に列記し、それらを「建学の精神Jを具現化する「他者ヘ

の貢献」プログラムとして、2005年の本学創立80周年に向

MuSEVMWEL88METoDMAP
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対人地雷の展示室

アシワナでは3,000人近くの孤児の教育支援を行っている

けた国際人道援助教育活動のためのアジェンダのたたき台

として頂け才■ば有り難い。

0天理大学倉」立80周年記念
地域文化研究センター「国際参加」プログラム事業(案 )

1.カ レーズ復活プロジェクト

(カ ブール・アフガニスタン)

2.チ ェックダム・井戸水源確保プロジェクト

(グジャラー ト・インド)

3.シ ェルター・エコモデル建築プロジェクト

(ブ ッジ・インド)

4.ブ ドウ園再生プロジェク ト

(カ ブール・アフガニスタン)

5.竹、桜植林プロジェク ト

(イ ンド、アフガニスタン)

6.Cooperative System村 落再建プロジェクト

(カ ブール・アフガニスタン)

7.カ ブール大学共同研究プロジェクト・竹移植、エコ建築

8.カ ブール大学教育支援プロジェクト・日本語コース開

講、留学生招聘
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参加学生レポート

参加学生達は、出発前から役割分担を決めて、持参品の購入やインド滞在中の業務を分担しました。

役割は、記録 (逐一記録 )、 食事、保健、荷物、Tシ ャツ作成、昼食購入、会計です。ここでは、各人

が参加した感想をまとめた参加レポー トを掲載します。

「人の役に立ちたい

という気持ち、

その背中を押してくれた

国際参力Hプロジェクト」

佐 藤 住 世
(休育学部 4回生)

参加の目的に、ボランティア汚至力をしたいという思いが

ありました。これまでにも何か人の役にたちたい、人のた

めに何かをしたいという思いはありましたが具体的な行動

ができずにいました。きっと周りをみれば小さなことから

でもたくさんできる機会はあったのでしょうが ・。

今までできなかった理由には、自分に勇気がなかった事

やどのようにしたらいいのかわからなかった事がありまし

た。国除参加プロジェク トの話を聞いた時は、『これだ !』

と思いました。クラブと学校に行く毎日で、それなりに充

実していましたが、大学′+活最後の年に、何かできること

をと思っていたので、参加できたことは嬉しかったです。

インドでの 2迎問は私にとって内容の濃い、意味のある

ものでした。作業はやっぱりしんどかった。インドに行く

前の作業説明貪には参加できなかったため、現地での作業

ができるかとの不安もあり、皆に迷惑をかけることも多々

あったと思います。しかし、みんなと楽しく、また真倹Jに

取り准Rむことができました。

飛行機での移動などで疲れがでたのか、ジャムナガール

に到着 してから体調を崩 してしまい、風邪をひいてしまい

ました。作業開始 2日 日と3日 目を休んでしまい皆に迷惑

をかけてしまった。作業の全日程に参加できなかったのは、

残念でした。土襲作りは現地の人達と一緒にしていたので

すが、その人達にも迷惑をかけてしまったし、また現地の

子ども達が手伝ってくれてもいたのですごく申し訳ないと

思いました。子ども達はすごく人なつっこくて、興味津々

という感じでした。みんな率先 して手伝ってくれて、そん

な姿をみていると嬉しかったし、自分も頑張ろうとやる気

がでました。本当に来て良かったと強く思いました。現地

の子ども逹は遅しかったです。みんな元気で、私たちの名

前を覚えようとしてくれたことも嬉しかったことのひとつ

です。

また、現地のNGOの 人たちも協力してくれていて、人

のために何かすることには国境はないと感じました。前回

に作成したというチェックダムは地下の水源をナ「戸に溜め

ておくことができ、雨の降らない時期にでも畑に水を供給

できると現地の人が喜んでいました。今回の土裏も現地の

人達に喜ばれるといいなと思います。

作業以外では、インドの人達との異文化交流ができたこ

とが楽しかったです。インドにきて思ったのは、なんて人

が多いのだろうと改めて思いました。私たちに気軽に声を

かけてくれるのが嬉しかったです。しかし、その反面カル

チャーショックのようなものも受けました。貧富の差を目

の当たりにして現実というものを感じました。4勿乞いをす

る子ども達に、どう接すればいいかわからない自分が恥ず

かしかった。つらい気持ちになるだけで、どうすればいい

のかを考えることができませんでした。これから先、この

子ども達にできることは何かを、考えることができる自分

になりたいと強く思いました①

犬チ甲教の言葉に 属人助けて我が身助かるJと いう言葉が

あると間きます。今巨|の経験は、私にとってもとてもすば

らしい経験でした。人のために何かするということは、自

分にとっても人としての成長に緊がると思います。今回こ

のようなすばらしい機会を与えて下さったこと、サポート

して頂いた先生方、スタッフの皆様方、そして一緒に頑張

った仲間に感謝します。

初めてのインド

吉 田 弥 恵
(ブラジル学β1 2回生 )

このプロジェク トに参加できたのは、一緒に参加した渡

辺恵美 さんに教えてもらえたからだ。彼女の誘いがなけれ

ば、一生インドに行くことはなかったと思う。恵美ありが

とう。

期待と多くの不安をかかえながら日本を出発した。イン

ドのデリー空港に着き、まず最初にカルチャーショックを

受けたことは、 トイレに行 ったときに一人の女性が

「Hello l Jと 声をかけてくれ トイレットペーパーを渡して

くれたことでした。何も知らなかった私は、親切な人だな

ぁと、ただ単純に思って受け取った。その後、 トイレを出
るときその女性に $を要求されたのだ。非常に驚いた。日

本では考えられない状況にとまどったが、こうして生きて

いるのだなぁと思い、そうせざるを得ない回だと思うと悲

しくなった。それ以来、しばらくの間、何をみても恐いと

しか思えなかった。

そのような私の恐怖心を一気に吹き飛ばしてくれたの

は、ジャムナガールで一緒に作業をした現地の人々だった。

学校の敷地内に図書館を建てると言うことでたくさんの子
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供注が集まってくる。子供逹は、いつも笑顔で「ディディ

ー」 (現地の言葉で「お姉さんJと いう意味)と 何度も何

度も私たちをΠ乎んでくれ、手をふってくれる。アースバッ

クに入れる砂利やセメントなどを混ぜるときに必要な木を

バケツでくみに行くと、笑顔で走り寄ってきてくれて水く

みや運搬を手伝ってくれた。何度往復しても、一緒に喜ん

で手伝ってくれる。小学生の子供達にとって、バケツー 17、

に入った水を運ぶのは簡単ではないと思うのに、「ディデ

ィー」と言って駆け寄り、嬉しそうに運んでくれる姿がと

ても嬉しかった。疲れを感じた日でも、子供逹からもらう

元気のおかげて、明日も頑張ろうという気が湧いてきた。

現地の人々とはほとんど言葉は通じなかったけれど、ジェ

スチャー等を通じて理解し合えるものがあり、ともに笑顔

で作業をできたことが嬉しかった。参加したメンバーとは、

バケツリレーのようにして作業を進めていくとスムーズに

楽しく作業ができた。みんなのおかげて楽しいと思えた。

だんだん積み Lげられていくアースバック、30段で完成し

た。現地の人々とみんなで協力してボンガを完成させたと

きの感動はとても大きかった。

作業の他に有名な観光地にも行った。一度見てみたかっ

た偉大で美しいものを見る機貪を得られた。そこにいる私

は、ただの観光客だった。珍しそうに、私が日本にきた外

国人を見るときと同じような日で見られ、私は外国人なの

だという意識をつよく持たされた。しかし、一緒に作業を

して汗を流 した現地の人々と私たちとの問には国境はなか

った。インド人、日本人ではなく共に作業をする仲間だっ

た。

もし、この国際参加プロジェク トを知らずに、行くこと

もなかったと思うが、もし友人あるいは一人でインドに観

光客の一人として来ていたら、このような大きな専びや感

動、感謝の思いはなかっただろう。観光では見えない、分

からない多くの部分を現地の人々と出会うことで教えても

らうことができたからだ。 インドに来ることがなけ才lば、
日本で日常生活のなかで使っているものは仝てが当然ある

ものだとしか感じなかっただろうcど れだけ便利な生活を

しているのかを教えられたc蛇口をひねると水やお湯がで

る、スイッチを押すと電気がつくことはあたりまえではな

いことを知った。

回木にはあるがインドにはないものが教多くある。逆に

日本にはなくインドだからこそある美しいものがたくさん

あった。インドでなければ見つからないものがあった。イ

ンドに行く前と後では、インドに対するみかたは逆転した。

もう一度訪ねたいと思う。

国際参加プロジェク トに参加させていただき、貴重な体

験ができたことに感謝の思いで一杯です。ありがとうござ

いました。

「まちにまったインドでの
活動を通して…J

渡 辺 恵 美

(ブラジル学科 2同生)

私が今回のプロジェクトと出会ったのは、世界宗教概説

の授業だった。大学生になったらボランティア活動に参加

してみたいとは思っていたが、なかなか実行に移す勇気が

なくここまできていたそんな時、このプロジェクトの参加

者募集のプリントをもらった。それを見た瞬問に参加した

いと強く思う私がいた。もうひとつは社会科の教科書に戟

っていたインドの町並みの写真と「バラモン・クシャトリ

ア・バイシャ・シュードラJと いうカース ト制度の名前に

強いインパク トを感じ「インドJと いう国に興味を持って

いた。これらが重なって今回の活動に応募した。

ジャムナガールでは、現地の人達とみんなで協力して作

業をした。最初はインドの麻袋を使った。その袋はデザイ

ンが異なっていて見るのが楽しかった。作業は一列になっ

て進めていった。1場射しがきつかったが、日本のように湿

気がなくカラッとしていたので作業はしやすかった。作業

をしながらメンバーとも話をするようになり、お互いの事

を知っていった。作業最終日一列に並んで作業をして…つ

いに完成 したII期限内で完成できたことがすごく嬉 しかっ

た。午後からは日本庭国の奥に竹をil自 えた。水をかけなが

ら元気に成長してくれることを願った。

私達が作業をしている間、隣が小学校だったこともあり、

たくさんのかわいい子供逹が手伝ってくれた。空のバケツ

を持って水の溜めてある場所に行くと、その中に進んで自

ら人り水を汲み、月Rは濡れているのにいつも笑顔でいっぱ

いになったバケツを渡してくれた。片づけの時にバケツや

道具についている土を落とすのに苦戦していると、ひとり

の女の子が、鋭い石を持ってきて落とし方を実践して教え

てくれた。そして、軍手を洗っていると小さい子達がやっ

てきて洗うのを手伝ってくれた。子供達は洗うのに夢中で

自分の服が濡れていくのにも全く気づいていなかった。

子供逹は私たちのことを「ディディーJと呼んでくれた。

その意味がヒンディー語で親しみを込めた「お姉さんJと

いうことを知った時は嬉しかった。子供達は私が忘れかけ

ている (ピ ュアな気持ち〉を持っていて、すごく日がキラ

キラと輝いていたの

ジャムナガール最終日の朝、ホテルから近い小学校を訪

間した。生徒達がグループに分かれてダンスなどをl皮露し

てくれた6白 いサリーを着た5人の女の子達の師りを見て

いたら、涙があふれてきた。彼女辻の何かに惹かれ感動し

今までに感じたことのない気持ちになった。

それから、木内さんがオート三輪に乗って出かけようと

誘ってくれた。オー ト三輸で近くのお店が並ぶ所まで行っ

た。作業に向かう時に通っていた道がまた違った道のよう

に見えた。買い物をした帰り道で夕l車に遭遇した。速断機
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が下りてからかなりの時間が経過した後に列車が通過して

ぃった。速十F機が下りてからも自転車やバイクの人たちは

焦ることなく踏み切りを渡っていた。

ムンバイはジャムナガールに比べると湿気があって汗を

かくとベッタリしたc自 由時間に町へ出かけて買い物をし

た。お店の人注との値段交渉が楽しかった。ジャムナガー

ルよりも英言吾は問きやすかった。クごはんの帰り、ホテルま

で古文歩をしながら帰った。周明かりがとても明るくてスポ

ットライトに照らされているようだったЭムンバイから日

本へ帰る日、l占然にもインドのお祭りのひとつに遭遇した。

カラフルな塗料を互いに当てて若者から年寄りまで共l係な

くピンクや緑などの色をした人達をたくさん見かけた。

インドという国は、本当にネに会科の教科書で見た町並み

と同じだった。道には教え切れない程の牛が歩いていたり、

座っていたり、止まっていたりしていた。そして人、自転

車、スクーター、車、オー ト三輪、 トラック、馬車のすべ

てが道を共有していた。インドの交差点には信号機がなく、

代わりにロータリーになっていたところが多かった。必ず

どこかでクラクションが喘っている状態だった。

タージマハルの見学に行く途中で、バスが一時止まった

時、小さい子供逹が何人かやってきた。お姉ちゃんにダッ

コされた小さい男の子が手を合わせて「何かちょうだいJ

とお願いしてくる姿を見て、私の中で街撃がはしった。初

めて目にした光員で私はどのように対応したらいいのかわ

からず、ただただ見てみぬ振りをしてしまった。その子供

洋庄の横を綺麗な制服を着た子供が道を渡ろうとしていた。

この全く違う子供たちを同時に目にして貧富の差というも

のを実感した6

インドで過ごした二迎門のとL活 は日本では体験すること

のできないことばかりで、毎日が驚きと発見の連続ですご

く新鮮で刺激的だった。そしてたくさんの人たちと出会う

ことができた。言葉はあまりわからなかったけれど「ナマ

ステJと 相手に声をかける少しの勇気で心は通じるとわか

った。ヒンズー教のキ院を訪れた時に、おじいさんが私た

ちに英liで話しかけてくれた言葉がソいに残った。そしてま

た、人の優しさを改めて感じることができ、私はたくさん

の人たちに支えられながら生きていると思った。日本で生

活している時よりも自分のこと、家族、自然、日本のこと

などについていろいろと考えさせられた。このたくさんの

貴重な経験が結呆として現れているのもあれば、まだ現れ

ていないものもある。でも、これから生活していく中で必

ずプラスになって活躍していくと思う。もし、チャンスが

あったらもう一度このプロジェク トに参川|し て、大きくな

ったジャムナガールの小学生と成長 した竹の姿を自分の目

で見たいと思う。

8月 の出発が中止になり、3月 の出欠に悩んでいた時、私

をインドヘ行くように勧めてくれたクラブの友逹とこのプ

ロジェク トに参加させてくれた両親にとても感謝している。

最後に、今回の国除参lJlプ ロジェクトのメンバーとして

参加できたことをとても嬉 しく思う。

プロジェクトに

参加して

植 田   恵
(英米学科 2同生 )

2001年度に引き続いて 2度 日の参加です。

前回の時に身上をいただき、体質が変わって親を心配さ

せたりしたが、今回も参加 しようと決めたのは、今回も参

加 した西村君の説得と前回のインドでたくさん影響を受け

たこと、素晴らしい天大の仲間に出会えたことなどを思い

出し、今 しか中J来ないことをやりたいと思ったからだった。

2度 日だから、と言ってインド慣れ しているはずもなく、

相変わらず荷4勿 は何を持って行くべきか悩んでしまった

し、旅行中はずっと ド房1だった。

出発前

出発前にボンガ作りの作業をしたのは参加者にとって非

常に良かったと思う。現地で作業をするにあたって、何を

するか言葉で述べられるよりも一琴よくわかり、精神的に

も不安は少なかった。オリエンテーションの度にメンバー

が減っていったが、メンバー間の連絡網、役害u分 }日 など近

藤先生のお陰でスムーズに準肺が進んだと思う。Tシ ャツ

担当の小山君、お疲れ様でした。

作業以外の感想

前 |!|も 自分なりに答えが出なかったが今回もわからなか

ったことが、カースト制度のこと。人々が階層に分けられ

ているということはわかるのだが、それをどう受け止めて

いいのかわからなかった。歩いている人などを見て、あの

人は Lだ な、とか階層を意識してしまっている自分が嫌に

なった。しかし、私たちの日からもわかるくらいはっきり

と階層の差があった。物乞いの人たちに対してもどうして

いいかもわからなかった。子供や年寄りの人、障害者、彼

らの切ない日を思い出すたびに1匈が苦しいc私は彼らに物

を分けることをあまりしなかった。まわりを□まれると1市

いとすら思った。そして、自分と彼らは違うと感じていた。

何が違うのだろう。同じ人間なのに。私はどうすべきだっ

たのだろう。物を分けると大勢の子供がしつこくつきまと

ってきた。恐怖だった。踊されたりもした。私の答えはま

だみつかっていない。

エアーインディアの
出
荷物が 2時間出てこない事件

州
に

は辟易した。深夜の寒くて蚊の多い空港で疲労困ばだった。

インド人はすることがゆっくりだと分かっていても腹ただ

しかった。次回からは、 `空港で仮眠'は メンバーの体調

も考えて絶対しないほうが良いと思う。

また、グループで生活する中で大切だと感じたのが時間

を守ること。私も合めて時間を守れなかった人がいたと思

う。インドでは時間通りに車が来ない、利}平 が遅いなど、

少々気持ちがだれるかもしれないが、一緒にいるグループ

は日本人なのだから時間を守ることが一番大切だと思う。

どこかに行くときは誰かにその旨を伝え、出来るなら複数
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で行動することが望ましいと思う。

体調について

インドで下痢になることは仕方のないことだろう。旅行

中、みなお互いに下痢具合を公表 していた。生もの生水は

本当に注意しなければいけない。幸運な人は下痢にならず

に帰国できるし、私のように胃親の弱い人間は帰国しても

下痢がつづくことになった。メンバーの間では下痢を “イ

ンドの洗礼"と呼んでいた。何事もポジティブに受け止め

ることも大切だ。

私は現地で 2日 も寝込んでしまった。 1日 日は風邪で38

度近い熱と下痢と吐き気、 2日 日はひどい頭痛だった。日

本から薬を持って行くのはもちろん、いくつか怪い食料を

持って行くと良いと分かった。しんどい時の日木食はあり

がたかった。気管が弱い人は砂埃や排気ガスがひどいので

マスクとうがい葉を持って行くべきだ。寝込んでしまい、

メンバーには大変迷惑をかけたと思う。気遣ってくれたメ

ンバーの皆さん、食事係りを助けてくれた女子のみんなに

本音に感謝しています。ありがとうございました。

作業について

前 1巨 1行 ったときは何をするかわからず、作ったボンガも

途中のままで帰国し、やり残した気分があった。今回はみ

んなでひとつのボンガに専念でき、 しかも作り上げること
が出来た。職人の原さん、河口さん、木内さんの力、そし

て各自が得意なことや出来ることを率先してやる態度の賜

物だったと感 じる。お互い助け合い、思いやる心に溢れた

仲間だったのではないだろうか。ボンガの上からしか見え

ないアラビア海を目にした時は感動した。

現地の子供たちが大勢きてくれたのも作業に行く楽しみ

になった。前回のアンキットでの作業は現地の人が周りに

いなくて交流がなかったが、今回は小学校の隣での作業と

いうこともあり、毎日子供たちと話 したりする機会があっ

た。本汲みを手伝ってくれたり、家を紹介してくれたり、

休憩時に話をしたり。子供たちはグジャラーティーしか話

せないのでほとんど身振り手振りやなんとなく意思疎通し

ている感 じだったけれどとても楽しかった。日本語で話し

掛けても「うん、うんJと頷いてくれたり、握手を求めて

きたり、作業を手伝ってくれるインド人の人たちに追い払

われて遠くで「ディディー (お姉さん)、 ディディーJと

手を振る姿が忘れられない。

今回は作業に集中できて本当に良かった。休憩の日もあ

ったり、前回の経験が良く反映されていたとわかったc役

割分担においてはみな忠実にこなしていた。記録は大変だ

っただろうと思う。次国もみなに役割を与えるべきだと思

う。誰かに頼るのではなく、率先 して助け合って行くべきだ

からcイ ンドでは何か責任を持たないと旅行気分と甘えで

だれてしまう気がする。インドに行かせてもらっているの

だから学生で何事もこなせるようになれたらいいと思う。

最後に

参加して、また私自身にいるいるな課題がアノ式った。イン

ドはとても不思議な国だ。グジャラー トの人とムンバイの

人は全然違う。ムンバイの人には油 L十Fで きない。ホテルの

部屋の中でも。それが海外かもしれない。色々なことを学

ぶ機会を lプ えてくれたこのブロジェク トがこれからも続く

ことを、そしてやる気ある人々がたくさんこのプロジェク

トに賛同し、益々大きなプロジェクトになることを願って

います。引率して下さった通訳及びツアーコンダクター及

びに場の膵り上げ役の lノ「々木先生、隊長及びに記録のけっ

こうアバウトな近藤先とに、話し出すと熱い14藤先 /t、 この

プロジェクトを企画考案 し、途中参加され、すぐまたアフ

ガンに飛ばれた井上先生c先生方には本当にす。‐世話になり

ました。ありがとうございました。そして、参加 したみん

な、話 に手でみんなの体調を気にかけてくれた佐藤さん、

気配りと冒険屋の辻さん、おっとりしたえみちゃん、ヒン

ディー語に長けたみえちゃん、黙々と頑張る小山君、おも

しろい小1束君、インド好きの西村君、メンバーの中で障岡

弁をはやらせるきっかけになった愉快な木内さん、井上先

生を自Wと 仰ぐ熱い男の河口さん、穏やかな原さん、このメ

ンパーで旅行できて本当に良かったc 2週問楽しく過ごせ

ました。ありがとうございましたのみなさん、お疲れ様で

したc

3度 目のインドを終えて

西 村 俊 祐
(宗教学
「
1 2回生)

団除参加プロジェク トのインドは、自主的参加を合める

と 3度 目だ。インドから日本に戻った今、思うことは「あ

っという間の 2週間Jで あったが、自分の生き方、考え方、

また自分の人生に大きな刺激を与えてくれた。同時にイン

ドに行く前の自分とは違う新しい自分に生まれ変われたと

思う3

2001年の最初のプロジェクトに参加したのは、大学に入

って初めての夏休ノスを前に長い休みをどうやってすごそう

かと思っているとき、諦義の終わりに「インドに地震があ

りその救援活動に行ってみたい人はいないかJを耳にした

のがきっかけであった。その時は、海外もはじめてだし、

10万円で行けるのならば安いと思った。しかし、両親に頼

める金額ではないと思いつきあきらめかけていた。しかし、

後援会から自宅宛にも国際参加プロジェクトの案内が送ら

れており、母からの電話でインドに行けるような企画があ

るようだが「行ってみたくはないのかJと父が聞いている

との伝言があり、すぐさま「行きたいJと答え、参力H費を

両親が出してくれた。

初めてのインドは、ただ海外に行ってみたいという単純

な動機であった。そのとき訪問したインドの印象は、臭く

てとにかく熟いだった。気温の暑さだけでなく人の熱気と

けばけばしいヒンドゥの神々の絵やインドの音楽、カレー

などのスパイシーな料理などが一段と謬い卜|だ と思わせ

た。なかでも人々の神に対する熱心な祈りには心を引たれ
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るものがあった。

私は、この奥くて暑い国が大好きになった。そして来年

も必ずインドに行こうと決意していた。

2度 日のプロジェクトは、パキスタンとの判係が緊張 し

たため急遠、年度末に延期になった。しかし、どうしても

この時期にインドに行きたかった。なぜなら 1度 日は下痢

や熱などで体調が良くなく、またアンキットでのモデルづ

くりだったため現地の人々に本当に役立つ建4勿を造ってい

るのかの実感がもてなかったため、意識も低く悔いが残っ

たからだ。それに 2度 目のために神戸や天理でのボンガづ

くりの作業に参加 して、ボンガ建築の知識や技術を覚え、

日的意識を持ってインドに行くための準備と努力をしてい

たことを活かしたいと思ったためだ。

個人で行くのは、いるいる大変なことであることを知り、

あきらめかけたが友人などに呼びかけると 4人の協力考が

あらわれた。佐々木先生や近藤先生、おやさと研究所の先

生方に相談 し、助言をもらいながら、また井上所長にもア

ドバイスをもらいながら準備をすすめることができた6こ

れまでひとつのことに一生懸命になったことがなかった

が、その裏には佐々木先生から 1度目にインドでであった

NGOの タンナさんやバラチャディ村の人々が私たちのこ

とを待っていると聞いたからだ。

2度 日のインドには、2002年 の 8月 に佐々木先生と近藤

先生が事前の打ち合わせに行くのに十日人的に連れて行って

もらうかたちで実現した。その時、バラチャディ村という

小さな村で学校の隣にボンガで図書館を建てた。 1度 日と

違い実用されるものを建てることで自分自身が役に立てる

ことを繋がっているという実感をもてた。そして何より、

この村の人々と共に作業をすることを通 して言葉や文化、

宗教の壁を超えて つのものを完成させるという目的に向
かってひとつになり、友情が生まれたこと、それが自分の

月几で,ム大で奥深いインドの一部を体験 し、自分のものにで

きたと思う。村の子供達の目が輝いていたことも日J象深か

った。村の人々はカーストも低く、貧しい生活をしている

ように思えたが、そんなことをまったく感じさせない。そ

れどころか、自分の立場や現状を気にせず満足 しているよ

うに毎日を楽しく過ごしているように見えた。日本を合め、

先進国には、ものがあふれ、物質的には豊かだが、物質的

に豊かでないインドの人々のほうが′いが豊かで、いきいき

と人生を送っているように見えた。

そして今回の 3度 目のインド。 2回 目の国際参加プロジ

ェク トに参加して、私はバラチャディ村の人々に会いに来

るという約束をはたすことができた。作業開始の初日から

体調不良でホテルで休養をしなくてはならなかったが、作

業に行ったメンバーが帰ってきて、村の人々が「シュンス

ケ、シュンスケJと 自分の名前を呼んでまっていたよ。と

Pttlき 嬉しくなった。

今回も日本ではあたりまえのことがインドではあたりま

えでないことを再認識させられた。恵まれて生活している

私たちって「感謝していることを忘れているなぁJと思っ

た。昨年自分らがつくったボンガはきれいになって残って

いたことにも感動 した。このボンガがバラチャディ村の

人々の役に立ち、使われることを嬉しく思った。

この 3度のインドでの体験を通 して、人間として大きく

成長できたのではないかと思っている。そして、この体験

を通して強く思ったことは、被災地の人々を助けるために

行ったはずなのに、逆に自分自身を見つめ直す機会を与え

てもらい成長させてもらったことだ。インドは、捉えよう

のない国だと思う。イ可度行っても飩きることがない。行け

ば何か一つ学ぶことがあり、その代わりまた一つ疑問かが

生まれる国だとも思う。だから、今年 8月 も、その何か一

つを自分に吸収させるために、そして私を待っていてくれ

る村の人々に会うために第 3回国際参加プロジェクトに参

加しようと思っている。

日本では

経験できないこと

′卜 椋   創
(朝鮮学利 1回生)

僕がこの「国際参加プロジェクトJに参加しようと思っ

たきっかけは、先輩に「インドに行かへんか ?」 と誘われ

たからです。はじめは安 くインドに行ける 1 とそれだけ

の理由で参加しようと思っていました。しかし、説明会な

どで話を聞いていくうちにボランティアをすることや、観

光などでは行かないような村に行くなど、とても魅力的に

感じ、より参加 したくなりました。しかし、インドに行く

前には不安もありました。最初は友達なども誘ってみたも

のの、みんなインドは汚い、 F痢になるから嫌だなどと言

い興円オ、も持ってもらえず、インドはどういうところなんだ

ろうと思っていました。そして、実1捺にインドに行ってみ

て感じたことは、そんな一言では言い表せないぐらい、た

くさんのことを感じました。

まず、デリー空港に着いて感じたのは、やたら車のクラ

クションがうるさいことです。日本では考えられないくら

いクラクションを鳴らし、交通ルールもあるのかないのか。

車線などはお構いなしに走るし、スピードも相当だします。

あと、街の様子などでは、道端には普通に牛がいるし、車

が走る横で身体を洗っている人や、走っているバスに飛び

乗る人など…、言いだしたらきりがないくらい日本では考

えられないことがたくさんありました。

この旅では、作業だけでなく観光もできました。あの有

名なタージマハールにも行きました。タージマハールは、

すべて大埋石でつくられていて、写真やテレビでみるのと

は違って感動 しました。アグラ城などにも行き、タージマ

ハールもアグラ城も壁面がとても特徴的で宝石が埋め込ま

れており、とてもきれいでした。そのほかにもエレファン

タ島といって、その名の通りl象́の形をした島にも行き洞窟
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をみたり、ジャムナガールという町にある宗教の行ったり

と様々な場所に行くことができました。この観光地でもバ

スの移動の途中などにはいろいるな人が寄ってきました。

物売りなどは、まだましですが、ぼるばろの服を着た女の

子が小さい赤ちゃんを抱いてお金をねだってきたり、本当

に小さい子からお年寄りまで貧しい人はとても多く、一方

では日本でもいわゆるお金持ちと呼ばれる人が住んでいる

ような人がいるのに、その道路のむかい側にはテント生活

をしている人がいるぐらい貧富の差がとても激しい国だと

言うことを直ぐに感じました。

作業の話 しをすると、今回、僕らが行ったバラチャディ

村というところは、ジャムナガールの町から車で30分 ぐら

い行ったところにあり、のどかな村です。毎日、牛や羊、

やぎ、そしてらくだの大移動があり、普段みられない光景

にとても興奮しました。

僕たちがつくったボンガは地元小学校の横にあったので、

子供達が多く、みんなノし気で明るく、人なつっこかったで

す。一人で座っていても、現地の言葉を教えてくれたり、

すぐ遊ぼうとか、鬼ごっこしようと誘ってきたり、本当に

楽しかったです。この頃になると、メンパーもうちとけて

作業のあいだも笑いが絶えなくて、子供達も一緒になって

バケツリレーをしたり、作業が楽しくてしょうがなかった

です。

それと同時に、このころから下痢がはじまり、インドの

洗礼を受けました。食事に関しては、生野菜は絶対に避け

るべきだとも思いました。あと、見かけはおいしそうだけ

ど味が・・・。などもありおもしろいです。そして下痢になっ

たらすぐに現地の薬を飲むことが大切です。

最後にインド人というのはとても気さくで、知らない人

でもすぐに声をかけて仲良くなるし、僕みたいな外国人に

も気軽に声をかけてくれます。人間くささがあるというか、

裏表のない素直な人々だと思いました。こういうところは、

日本人にはなく、日本人にあってほしい一面です。

今回の旅で一番感じたことは、日本にいるだけでは感じ

ることができなかったり、経験できないことが外国にはあ

るということです。それは文化であったり、自然であった

り、そして人間であったり。僕にとってこれは、実除肌で

感じて強く思ったことであり、この経験はこれからの人生

で必ずいきてくると思いました。

ICRS国際参加プロジェクト
in lndia

′卜 山 光 平
(イ スパニア学利 1同生)

差別への円心と興味があった。インドと言えば誰しもが耳

にするカース ト制度。これを白分なりに日で見て、感じ取

りたいという気持ちがあった。

関西空港から、香港を経由してデリー空港に降りたった

時には、あたたかいところだと思った。気温のことではな

い。日本のように人々の祝線や態度が冷たくなかった。日

本ではいるいるな祝線を海外の人に浴びせる。ましてや面

倒なことには首をつっこまないで避けて通る。困った人が

いても素通 りするのがほとんどである。だが、インドの

人々は違っていた。まったく工反対なのだ。デリー空港で

は、出迎えのバスがなかなか来なかったため、待ち続けて

いると、見知らぬ人が話しかけてきた。夏とはいえ夜は肌

寒さを感じるほどであったが、お茶をもってきて飲んでい

いよと、ご馳走 しだしたのだ。日本ではないことであり、

これにはカルチャーショックを感じた。

次のショックは、空港からホテルに向かうバスの中から、

デリー市内の道路と交通をみたときだ。ほとんどの車のサ

イドミラーはない、クラクションは派手に鳴らし続ける、

ライ トはハイライ ト、道路はでこばこ。でも事故は起こっ

ていないのである。何とも不思議な光景であった。また深

夜にもかかわらずス トリー トチル ドレンがあちこちにい

る。子供だけでなく、大人の男女、老人までいる。これが

カースト制かとも考えながらみた。

2日 日はデリーを離れて、アグラの地に行くこととなっ

た。バスで 5時間。到着後、タージマハールに行くことに

なったc近 くまで行くと電気自動車で行かなければならな

いのだ。タージマハールが汚れるからだと警備の人が言っ

ていた。ここでは絵はがきなどの物売りの子供逹にとりか

こまれた。まだ小学生あたりの子供である。この国には、

この国なりの生活があるのだと自分自身に言いきかせて、

私たちがどうすることも出来ないことを自分に納得させて

いた。そう思い悩んでいるうちに、あの自く輝く美しいタ

ージマハールが見えてきた。自の大理石で出来ているター

ジには強烈に引きつけられる魅力を感じ取れた。うまく表

現できないが、大理石の床に座っていると子供の頃に母の

膝の_Lで座っていたかのような感じが思い出された。ここ

にも空港で感じ取ったあたたかさがあった。

3月 8日 には、作業の地であるジャムナガールに向かう

ためデリー空港からボンベイに移動したが、この時とんで

もないことに逆週した。ボンベイ到着後、荷物がいつまで

たっても鵡てこないのである。とうとうコンベアも止まり、

電光掲示板も消えてしまったが、いまだ数f回の荷物が出て

こない。この事態にキレたのは佐々木先生だ。コンベアの

出発口まで入り込み、また空港警察に怒鳴り込んだのだ。

皆察はこんなところまで入り込むなとえらい剣幕でまくし

立て追い返そうとするし、こちらはその態度は何かと言い

返し…、 2時間以上待ち続 1)て やっとのことで全員の荷物

がコンベアで流されて、 件落者◇みんな一日撃もしない】ノ(
態で国内線に乗り換えてジャムナガールに着いたG

空港での出迎え、ホテルでもNGOが 欲迎のセレモニー

をしてくれ、花の首輪を一人一人受け取り各自の部屋に入このインドのプロジェク トに参加 した理由には、人権と
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り休養。でも、ここに来るまでにたまった疲れはピーク状

態でもあった。思った通り、翌日に疲れの洗礼を受けるこ

とになった。クーラーと扇風機の両 日/を付けたまま寝たの

が原因なのか同室の 2人 とも発熱と体調不良で作業初日を

ホテルで寝る羽日になった。

作業 2日 日、休調が戻った私は作業が出来ることに喜び

を感じた。車に揺られて40分で現場に着いた。そこには前

年先発隊によってつくられた土裏シェルターがあった。す

ごく丈夫でなかは広く、灼熱の太陽下であっても涼しさを

感じた。これから自分たちがこれと同じものをつくるかと

思うと鳥肌が立った。

初日の作業が思った以 Lにはかどったのか先生方は順調

だとほほえみを浮かべていた。現地ではムナーという背の

高い20歳の青年と15歳の少年、もうひとリマリオのような

様な青年が一緒に作業をした。彼らはおもしろくl上事がす

ごくはやい。楽しく作業が出来た。 シェルター建築は小
学校のすぐ横。やたらと子供達が多く、興味津々にわれわ

れの作業を観ていたが、昨年も米た同じメンバーの作業だ

とわかると水くみなどを積極的に手伝ってくれた。はめの

うち少女達はわれわれ男性には恥ずかしいのか話 しかけ

ず、男の達は名前を聞きたがって何度も何度も名前を聞き

に来た。インド人では本当にクリケットが好きなようであ

る。子供も大人も小学校敷地内で朝から晩までクリケット

遊びをしていた。

このプロジェク トを通じて得たことは、現地の人とのつ

ながりです。言葉が通じなくても、心がすぐに通じ合えた

ら、関係が出来、何でも出来ることを学びました。その結

果、この素晴らしいシェルターをつくりあげることが出来

ました。

国際参加。私たちにとってとっても大切なことだと感じ

ました。日本のように不便を感じない島国にいては、世界

上にある素晴らしい経験や知識を得ることが出来ません。

外の世界を知らない限り、いつまでも井の中のよとになって

しまいます。今回の国際参加プロジェクトヘの参加は、私

に素晴らしい経験と知識を与えてくれました。世界を知ら

なかった私に海外で働くという新しい夢が出てきました。

まわりや人を見る視野、物事の考え方、人との接し方、い

るいるなことが自分にとってプラスになりました。

最後に、お世話になった方々に感謝 します。本当に有り

難うございました。

全行程の
食事メニュー

3月 5日

【夜I

【早朝】

3月 6日

【朝】

【昼】

【夜】

3月 7日

【朝】

【昼】

〔夜】

3月 8日

〔早朝】

〔朝〕

【昼】

【昼〕

【夜】

3月 9日

【朝】

〔昼〕

【夜】

機内食

①魚のフライ刊畔ツース添え・ライス 野栄の炊き合わせ
ライチシャンテイリー パン
②チキンカレー ピラフ・香味野菜・ライチシャンテイリ
ー・ノ`ン

紅茶 日本茶 コーヒー
*2001年の時と機内食は同じメニコーだった。

①魚の司ゴ西|ソ ースl′ノめ ,野栄炊き合わせ バン ライチン
ャンテイリー

②インド風チキンカレー ピラフ 香味野菜・パン・ライ
チシャンテイリー、紅茶 日本茶 コーヒー
ァリー

ホテル :ザ クロジュース、チャイ、 トースト (バ ター いち
ごジャム)、 自身の卵 l光 き (イ ンドの責卵が白っばいの

が特徴だ)
*ザクロジュースは初めてだったがおいしかった。窓の下の

キッチン (調 }甲場 :ホ テルのレストランだが必ずしも街生

的とは言えない)を 見るべきじゃない、と先生からの忠告
がFF象的。

レストラン |(ト マ トorベ ジタブルOrチ キン)ス ーブ、グリ
ーンピース入り

',七

飯、 ミックスベジタブル、ナン、チキ
ンのカレー煮、タンドリーチキン

レス トランONLY:(フ レンチオニオンOrチ キンヌードルor
ワンタンドラゴン)ス ーブ、焼飯、焼そば、ちゃんばん

風揚げ麺、野菜のケチャップ煮、なすとにんにくのカレ

ー煮、野業だんご、コーヒー、紅茶、ビール

*すべておいしかった。味イ可けは中華風だった。
アグラ

ホテルTITHI:ト ース ト (細 切リバター・tヽ ちごジャム)、
白身の卵焼き、バナナ、九いみかん、紅木、コーヒー

レストランBig Munchi:タ ンドリーチキン、 トマ ト改チー
ズピザ、バターナン、マサラドーサ、チヂミ、各自 (ホ

ットチョコレート、ラッシー、紅茶、コーラ、コーヒー)

JICAで ミルクティーをいただく。

YORI(:ス パインーチキン、暁そば、フライドチキン、ワン

タンスープ、酢豚、焼飯、ビール、ラッシー

ジャムナガール

機内 :蒸 しパン、 トマ ト、サンドイッチ、パイナップルジ
ユ~ス

空港 :(各自貼入)|く ないドーナツ、チキンバイ、ドーサ 等
*1個あたり20ル ピー前後だった。
機 |ノ、l:き ゅうリサンドイッチ、ナッツのパウンドケーキ、パ

イナッブルジュース

ホテル :チ キンクリームスープ、焼飯、焼そば、青瞥キ子の

酉F豚、 アイス (チ ョコorバ ニラ)
*チキンクリームスープは人気だったe
ホテル :(ほ うれん草orス ィー トコーン)ス ープ、焼飯、回
焼きそば、チキンカレー、エッグカレー、バターナン、

スパインーえび瞥揚げ、フルーツ (ババイヤ、マスカッ

ト、メロン)

各白 :ア イス (チ ョコorバ ニラorス トロベリー)、 チャイ、

コーヒー

*バターナンが好言平.
ジャムナカール

ホテル :オ ムレツOrス クランブルエッグor卵焼き、 トースト
(バ ター イチゴジャム)、 オレンジジュース、紅茶、コ
ーヒー、フルーツ (マ スカット、メロン、ハバイヤ)

白炊 :ア ンキット:ホ タテ塩ラーメン、極干、ご倣、ふりかけ

*男性隊員のみなさん、後片付けぐらいは各自行うようにし

てください ,

ホテル :シ ロップ入り波酸ジュース (レ モン味 )、 チキンク

リームスーブ、鉄板 (カ レー味焼飯、スバインーチーズ

バスタ、フライドポテ ト)、 フライドポテ ト、温野菜、

生妥了′菜、各向 :ア イス (チ ョコorス トロベリーorバ ニラ)、

チャイ、コーヒー

*三 カ`多かったc なま4勿には,主意 .
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寄稲―教学協働の教育プログラムヘの期待

宗教性と国際性の統合を目指した実践的な教育プログラムとして実施している本プロジェクトに対

して、その期待や要望等の寄稿をお願いしました。いただいた原稿をここに掲載いたします。

進路部長 鈴  木    光
「学生時代に打ち込んだことは何ですか」これは企業の

人事担当者が、採用試験の面接時に必ずといっていいほど

よく学生に問うテーマである。この質問に自信をもって員‖

答できる学生はどれだけいるであろうか。今回、国除参加

プロジェク トに参加した学生の報告書を読ませてもらった

が、それぞれが自己の体験を熱く語っている。言語も文化

も宗教も異なる地域で、互いに力を合わせて目的達成をめ

ざす。過酷な気象条件と厳しい生活環境に体調を崩す者が

続出する中で、互いを気遣い助け合うことで、絆が生まれ

ていく。参加者の中には、自分自身の生き方について考え

ることができたという者もいた。日々の平穏な生活の中で

は、自分自身の生き方を見つめ直すことは意外に少ない。

喋境が変わり窮地に立たされたとき、自分自身の生き方が

見えてくるものであるc

国際参加プロジェク トのもう一つの利点は、海外で活動

することでグローバルなものの考え方が養えることであ

る。日本企業はここ数年海外進出がめざましい。また外資

系企業の日本進出も飛躍的に増えている。日木国内の狭い

視野でものごとを捉えるのではなく、世界に日を向けた発

想の展開が求められている。企業が学生に求める能力とし

て Lげているものに、グローバルなコミュニケーション能

力とチャレンジ精神、そして問題解決能力の 3つがある。

国際参加プロジェクトは、まさにこの 3つの能力が養える

絶好の機貪である。学生諸君、是非このプロジェク トに参

加し、プロジェク トで得た貴重な体験を武器に、就職活動

で自己実現をめざしてほしい。

教務部長 草 野 公 平

平成10年10月 の大学審議会答中「21世紀の大学像と今後

の改革方策についてJにおいてボランティア活動に大学が

積極的に取り組むことの重要性が指摘された。阪神・淡路

大震災を契機にボランティア活動への関心の高まりに加

え、これにより各大学ともボランティア活動に対する取り

組みを加速させた◎

本学でも、昨年11月 末の
/毛`
学脇議会で、平成15年度「国

除参加プロジェクトJ参加学′キの国際文化学部共通利目
「国際脇力論 (実習を含む)Jへの単位認定が承認された。

平成13条 3月 には文部省 (現文部科学省)高等教育局よ

り報告された「大学教育におけるポランティア活動の推進

についてJの中で、ボランティア活動オヒ進の意義について

①大学教育における地域社会の教育力の活用②大学の地域

社会への貢献が指1商 されている。この点では、木学の「国

際参加プロジェクト」は地域社会という枠を越え海外を見

据えたグローバルな活動であり、「建学の精神Jに も示さ

れている本教の世界一れつ兄弟の教えに基づいた本学の独

自性を持った活動として注目している。

次年度以降の「国除参加プロジェク ト」の単位認定につ

いては、このプロジェク トに限らず、ボランティア等の単

位認定に係る包括的なルール作りについて教務委員貪で検

討することが確認された。ボランティア活動を大学教育の

中に取り入れ、更にその除の単位付与には一般に異論もあ

る。ボランティア活動の本来の特質である自発性・無償性

の軌点からである。一方、この参加学′十のレポー トでも明

らかなように、ボランティア活動を通じて多くのものを学

び、また参加を契機にその後も自発的に活動に参加が期待

できる等の教育的意義もある。ボランティア活動の単位認

定に対する基準の設定・評 ltt l方法等を検討し晴立すること

で、ボランティア活動を教務上からも後押ししたいと考え

ている。

広報 。国際交流部長 豊  田 幸太郎
国際参加プロジェク トは、インド西部地震被災地救援活

動として第一回を2001年 8月 に、第二回を2003年 3月 に実

施されました。建学の精神実践プロジェクトとして実施さ

れていることが月十要な点だと思います。ボランティア活動

とひのきしん活動は姿形は同じでも、心の有り様と基本的

態度には根本的に現なるところがあるのではないでしょう

か。真柱様は、卒業式で「建中の精神を大切に、訣りなく

離承していくことJを 力説され、「親神様は私たち人間の

陽気ぐらしを共に楽しみたいと思召されて人間世界をお創

りくださっただけでなく、教祖を社にこの世の表にお現れ

くださって神人利楽の陽気ぐらしの実際と陽気ぐらし世界

実現への道を教えてくださったのでありますJと お粛葉の

中で述べておられます。建学の精神で「本学は、教祖の教

えに基づいて、陽気ぐらし世界建設に寄与する人籾の養成

を使命とする」とうΠっています。海外布教師を養成するた

めに設立された木学に″じける宗教
′
|■ と国際相:を兼ね合わせ

たこのプロジェク トは、、本年度から「国除協力論」の授

業科日としての単位認定もなされることになりました。

せかいぢういちれつわみなきょたいや

たにんとゆうわさらにないぞや

(おふでさき 第13号 43)

の精神を高く掲げて、現地の人々にも喜んでいただける充

実したプロジェク トとして益々発展することを期待いたし

ております。
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天理教海外部翻訳課、北洋ボンベイ布教所長 佐々木 貝u 夫
この2003年 3月 、インド西部地震の救援でグジャラー ト

の震災地を訪れ、現地の人たちと共に土襄図書館作りに良

い汗を流 し、貴重な体験をしました。学生のみなさんは

様々なことを感じ、そして多くのことを学んだことと思い

ます。インドの暑さ、貧 lイ |ヽ、 混1屯とした雑踏と汚れ、道端

を我が物顔で徘徊する牛、ヤギ、犬、イノブタ、そして象。

胃袋がひっくりかえるインドカレー、いるいろな事に驚か

れたことでしょう。でもこのびっくりすることが大事だと

思います。これまで日本で培って来た常識とは案外頼りな

いもの、当たり前が当たり前ではなかったという経験が、

物事をグローバル的にそして柔軟に理解しようとするきっ

かけになると思います。

この参加プロジェク トは毎回、北洋ボンベイ布教所につ

ながるレイカ・タンナ女史を通じて、現地NGOジ ャーム

ナガル公共慈善協会の協力のもと計画、実行されています。

我々が現地に到着した翌日からすぐ作業に取りかかること

ができるのは、この協会の下隼備があったればこそで大変

ありがたく思います。

実際の作業にあたっては、学生達は実に良くまとまり、

適材適所で作業分担がなされ、実に効率のよい仕事ぶりで

あったと思います。お陰で予定より半日早く完成 して、そ

の分観光する時間がとれました。

インドに来てだれもが経験する下痢の洗礼は一つの通過

儀礼のようなもの。しかしこれもみな大事なく軽症ですみ

ました。旅の移動もデリー着後来るはずのバスが来なかっ

たことを除けば、極めて順調で快適な旅行ができたと思っ

ています。

受け入れ側からの視点でこのプロジェク トを振 り返れ

ば、北洋ボンベイ布教所も独自で「竹の子の会Jと いう教

育支援活動を行って10年になりますが、他者への献身を旨

とするこの天理大学国際参加プロジェク トをFH可接的にネ丁il†

できることは、私たちにとってもこの上ない喜びです。ま

た、このプロジェク トは、天理教で言うところの「互い立

て合い、たすけあい」の実践に他ならず、そういった意味

でこのプロジェク トに関わっている現地の信者さんたちの

大きな励みになっています。

ジャームナガル公共慈善協会は、水不足解消のため今尚、

チェックダムをとギ設している途上ですが、毎年定期的に自

費参加で活動する天理大学生に対し敬意を表 しているとと

もに、これを地ノし新間、テレビで紹介しているので、設備

の充実もさることながら協貪の宣伝活動に大きな効果をも

たらしていると言えます。

最後に一人のけが人をだすこともなく目的を達成し、全

員無事に帰ってこれたことを親神様に、また 8名の学生、

技術指導者、そして引率下さった先生方に感謝致します。

全行程の
食事メニュ―②

3月 10日  ジャムナガール
【朝】 ホテル :オ ムレツ、 トース ト (バター・イチゴジャム)、 フ

ルーツ (パパイヤ オレンジ・マンゴー・メモ:lン )、 紅
茶、コーヒー

【昼】 白炊 :ア ンキット :と んこつラーメン、ご飯、ふりかけ、缶

言吉 (鮭  さんま・さば)、 マンゴー
*よ く熟れたマンゴーがおいしかった。

【夜】 ホテル :(ワ ンタンOrえ び)ス ープ、チャンポン風ヌー ドル、

チキンカレー、ベジタブルカレー、ヨーグル トがけ野菜
Jl先飯、バターナン

各白 :ア イス (ピ スタチオorバ タースコッチorチ ョコorバニ

ラorス トロベリー)、 チャイ

*ア イスはどれもおいしい。ヨーグル トの焼飯には少し抵抗

があった。

3月 11日  ジャムナガール
【朝】 ホテル :ト ース ト (バ ター イチゴジャム)、 オムレツOrス

クランブルエッグ、オレンジジュース、紅茶、コーヒー

【昼】 白炊 :ア ンキット:ス ーパーカップ15(と んこつ)、 梅干、
ご飯、スイカ

【夜】 ホテル :チ キンクリームスープ、 (チ ーズorバ ター)ナ ン、
l,とそば、チキンカレー、豆のカレー、グラタン、各自 :

アイス (チ ョコorバニラorバ タースコッチorス トロベリ

ー)、 チャイ、コーヒー

*カ レーはキいものがほとんどだったが日木のものとまた達

うおいしさだった。

3月 12日  ジヤムナガール
〔朝】 ホテル :ト ース ト (バ ター・イチゴジャム)、 日玉焼き、オ

レンジジュース、糸1茶、コーヒー

【昼】 白炊 :ア ンキット:ど んべいそば、きゅうりのQち ゃん、ご

飯、梅干、味噌汁、のり、にんにく普油漬け

【夜】 レイカさん宅 :ヒ ヨコ豆のカレー、スィートライス、マカロ

ニのクリーム煮、ポテ トの三角揚げ、スイカジュース、

バニラアイス

3月 13日  ジャムナガール
【朝】 ホテル :ト ース ト (バター イチゴジャム)、 日玉焼き、オ

レンジジュース、紅茶、コーヒー

〔昼】 インドの家庭濶理 :サ イダー、調味料 (10種 )、 揚げパン、

ジャガイモの緑のカレー、ジャガイモと豆の赤のカレー、

煮豆、黄色いポロポロしたもの、ナッツ人りご飯、サモ

サ、ヨーグル トスープ、ババロア、コーグル トの塩人 ド

リンク、フルーツ (干 しプルーン スイカ マスカット
ぶどう パパイヤ ナッツ 干し柿)
*すべて白家製の材トトで作ったもので、ホテルの食事と違っ

た料理で、おもしるかった。

【夜】 ホテル :(ト マ トor野菜orほ うれん草)ス ープ、ポテ トの香

菜妙め、ベジタブルパスタ、″売飯、魚の店揚げ、ベジタ

ブルカレー、エッグカレー、 (チ ーズorガ ーリックorバ

ター)ナ ン

各自 :ア イス (チ ョコorバニラorス トリベリー)、 紅茶、コ

ーヒー

*ガーリックナンはあまり注文してはいけない。残るから。

3月 14日  ジャムナガール
【朝】 ホテル :ト ースト (バ ター イチゴジャム)、 目玉焼き、オ

レンジジュース、紅茶、コーヒー

【昼〕 現地の方の家をかりて自炊 :味噌ラーメン、つぼ漬け、お粥、

にんにく醤油漬け、ふりかけ、バナナ

*お なかの調子が悪い人が多く、お粥を作った。人気だった。

バナナの皮はキにあげる。

【夜】 レストラン(バ イキング):焼きたてナン、ジャガイモカレー、

スパインーカレー、ライス、スープ、野菜、オレンジ色の揚

げたお来子、バナナジュース

*外で飲むジュース類もビン等に入っていないものは注意。

水あたりをする危険がある。
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国際参加プロジェクトからNGO事務局ヘ
ープロジェクト参加学生の卒後―

斉  藤  容  子 さん (2002年 3月 国際文化学部英米学科卒業)
(現在 海外災害援助市民センターCODE事務局勤務)

斉藤さんは、2001年8月 に実施した第1回目の国際参
加プロジェクト、ィンド被災地救援活動に参カロした当時4
年次生だった卒業生です。

卒業後、このプロジェクトが縁で神戸の国際NGO、 海夕|

災害援助市民センター CODE(Citizens towards
Overseas Disaster Emergency)に 事務局員として

つとめています。斉藤さんにとっての国際参加プロジェク

トの意味と◆後の私たちの活動に対する期イ寺を語つてもら

いました。

Q.2001年のインド、国際参加プロジェク トに参加 しよ
うとしたキッカケをおしえてください。

もともと、英語がしゃべりたい思いで英米学科に入りま

した。 1回生の頃に短期留学を経験 し、4回生で大学を 1

年間休学し、 1隼問留学の機会を得ました。
卒業後は、英語が使える職業につきたいとの夢がありま

したcでも 3回生でもほとんどしゃべれず、英語のレベル

はクラスでもワース トレベルでした。

5回生となり、 1年間の留学を終え帰ると、就職活動ま
っさかり。焦り、毎日のように絶えず入る就職情報を前に、

このような数多くの企業から、皆、どう選んでいるのだろ

うと思うのと同時に、就耳哉活動をしている自分に不安が芽

生えました。そのような時、たまたまゼミの北詰先生から、

大学でインドヘ行くプログラムが考えられているが、実現

したら行ってみたいか ?と 声がかかりました。何の躊路も

なく「行きたい lJと答え獣した。 4年生の夏にインドに

行くということを決めてからは、自分の就職活動のことは

中断、というよりもほとんど忘れました。国際参加プロジ

ェク トに参ガΠするきっかけは、このようなものでした。

Q.行ってみてどうでした。在学生にも勧めたいと思いま
したか。

実際に現地へ行き、実に多くのことを学び、得ました。

行ってよかったと現在も思っています。現地の人と話すこ

とで、多くのことを感じました。作業から得られる共感で

あり、言葉も通じないのに必死で話しかけてみたり、たわ

いもないことが本当に楽しいと感 じました。 また同時に、
多くの疑間もでてきました。どうして同じ人なのにこんな

に達うのかと単純に思い、どうしてこの状況が続いている

のかとの疑問が生じました。この人たちは、私とは別巴界

の人間なのかと考えたとき、決してそうではないと感じ、

それは、では「私に何ができるの ?Jと いう問いに結びつ

きました。

土裏を積んでと辛築物を造る作業は、それが本当の目的で

はないと思います。もちろんプログラムの中では日標であ

り、人によってはそれを作り終えることが日標であったか

もしれませんが、私には、その作業を終えるまでのプロセ

スのなかで生みでてきたものを得たことが大きな収穫と思

っています。

先ほど、私に何ができるのかという問題に行き着いたと

話 しましたが、私には、それがたまたまNGOで したじ |≦ |

除参加プロジェクトから得られたことは、ひとそれぞれで

すが、どのような分野にいても、自分の身のまわりの F口]題

から考えようという気持ちやきっかけになったと思いま

す。ですから、この国際参加プロジェクトには、とても期

待しています。是非多くの在学生の方々が参加してもらい

たいです⑥

Q.卒業後、神戸のNGOに就職されましたね。だれでも
が希望すれば就職できるものなんでしょうか。この就

職は、国際参加プロジェクトに参加したことと関係が

あったんですか。

おおありです。国際参加プロジェクトに参加していなか

ったら、この仕車にはついていなかったですね。インドか

ら帰国すると卒業年度の半ばでした。どうしようと思いつ

つ、以前から働きたいなぁと思っていた睦1除協力という分

野でlⅢ力くことへの希望が自分のなかでしっかりと根側いた

のがこの国際参加プロジェク トではないでしょうか。

しかし、求人などもみても、NGOで募集をしていると
ころなどほとんどありません。あったとしても、NGOや

国際協力の分野での経験や社会にでて働くという意味での

職業経験 2～ 3年が前提という現状でしたe学生、しかも

まったく関係のない分野の者がアプローチしても有給での

採用は希ではないで しょうか。それでも、どうしても

NGO関係で lヨlJき たかったので、プロジェクトを紹介して

くださった先生の研究室によく遊びに行き相談していまし

た。

そういう時、おやさと研究所の井 L所長から、実家が兵

庫県だったら、神戸にあるNGOの 事務所に立ち寄ったら

と紹介していただいたのが、今の事務所だったんです。と

にかく一度と思い、事務所を訪問して、最初はびっくりし

ました。あまりにも
Ⅲ
私のイメージと違った"事務所だっ

たのです。いいイメージをもちすぎていました。学生の多

くがそのようなイメージを持っているのではないでしょう

か。訪問した先で、今は、雇う余裕はないといわれました。

同時に雇う余裕ができたら……、という期待をもたせるよ

うなことも言ってくださいました。無給のボランティアで

でもP)ilわ ろうかと思っていた矢先に、アフガニスタンで地
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震が起こり、事務所から電話があり、海外の情報をもっと

入手したいので手伝ってもらえませんか ?と の電話があ

りました。もちろん無給ボランティアです。

それから、教ヶ月P口!、 朝からク方までは、NGO事務所

でボランティアをして、ク方から夜はバイトという生活を

しました。そして教ヶ月後に助成金による雇用が可能にな

ったため、雇用の立場になりました。しかし、契約は短期

間ですので、その先の私の雇用は不明です。大きなNGO

以外は、どのNGOも 財 ly更的問題をかかえており、はたか

らみるよりも事務所の運営、事務局員の確保は大変なもの

です。

Q.現在、NGOの 事務局としての仕事のなかみをおしえ

てください。

NGOの 運営だけでなく、その仕事もみため以上に地味

ですよ。アジアやアフガニスタンにたびたび行っていると

いうイメージが強いと思います。でも、それは活動のほん

の ^部です。ほとんどが事務所での作業ということになり

ます。私の l上事は、主に情報発信ということになります。

凹連で出される人道 P口電題に関するホームベージをチェック

します。私が所属するNGOは、現在アフガニスタンでプ

ロジェクトを計画しているため、アフガニスタンに関する

情報収集が多くなりますが、災害があちこちの国や地域で

発生 したときなどは、その状況についてインターネット等

を活用して杷握 しますcそれに国内の支援者に対するニュ

ースづくりや私たちのNGOのホームページの更新です。

また、事務局におけるミーティングは、私にとっては魅

力的なものの 一つです。朝からク方までみっちり、自分た

ちの ミッションはなにか、そのためには何をどうするのか

等、様々なことが話しあわれます。このミーティングをと

おして、海外のことだけではなく、自分たちの身のまわり

のことや、自分自身に引きつけて考えられること、考えな

ければならないことが私にとっての魅力になっています。

対岸の火事ではなく、みんな繋がっていることを実感でき

ます。

(イ ンターネットを使って斉藤さんとの会話をとりをま

とめたものです。文黄 近藤雄二 )

全行程の
食事メニュ―①

3月 15日  ジャムナガール
【章月】 ホテル :ロ エ焼き、オレンジジューフ、、 トースト (バ ター

イチゴジャム)、 紅木、コーヒー

【昼】 白炊 :ア ンキット:ス ーバーカップ1 5orカ ップヌードルシ

ーフードof長‖tチ ャンポン、お州Orご飯、初干、ふりか

け、スイカ

【夜】 ホテル :(ク リームチキンOrト マ トOlベ ジタブルorワ ンタン)
スープ、タンドリーチキン、スハゲティーナポリタン、

チャンポン風パスタ、グラタン、チキンカレー、 (ガ ー

リックorチ ーズorバ ター)ナ ン、各自 :ア イス (バニラ

orチ ョコ)、 ラッシー、チャイ

*1週間も過ぎると1貰れてくるように感じるが、l本が疲れて
いる場合もあるのでラッシーなど生水を使った飲み物には

注意。

3月 17日  ジャムナガール、ムンバイ
【朝】 ホテル :ト ース ト (バ ター・イチゴジャム)、 目工焼き、オ

レンジジュース、組木、コーヒー

〔昼】 機内食 :き ゅうリサラダ、ナッツのパウンドケーキ、無花果

のパイ、カレー

【夜】 ムンバイの中学利埋 !キ ムチ、手羽先 (ス ィー トチリソース

かけ)、 酢豚、海鮮鍋、剪
lL炊 、もやしとイカの炒め物、

クルフィー (イ ンドのアイス)、 ビール、ソーダ

*li々 木先生お勧めのクルフィーは本当においしかった。こ

のレストランはどれもおいしい。店員の片言の日本語が嬉

しかった。

3月 18日  ムンバイ
【朝】 冬自ムンバイ市内で朝食

【昼〕 レス トラン :レ モンソーダ、ステーキ (牛 勾 ピーマン 玉
ねぎ `ト マ ト ポテト カリフラワー にんじん `ヤ ン
グコーン ライス)
*久 しぶりの牛肉だった。

最後に北洋ボンベイ布教所に立ち寄る :お菜子、ジュース、

ビール、チャイをいただく。

*チ ャイのつくり方 :水 15リ ットル、十乳15リ ットル、大

さじ山盛の紅茶菜5杯 をいれ洲Л汚させる。好みでしょうが

をいれてもおいしい。

【夜】 lナ隻内食 :オ レンジジュース、グリーンピースカレー、チキン

カレー、ヨーグル ト、ヌードル、ビーマンサラダ、パン

3月 19日  機内食
【朝】 機内食 !マ ンゴージュース、フルーツ (イ チゴ ライチ)、

クロワッサン、ヨーグル ト

①オムレツ、ポテ ト、チキンナゲット ②匙 ご飯

≪感想≫

インドの料}上はキい1勿が苦手な人には少しつらいかもしれない。

でも、どれもおいしいと思うだろう。食べ物で困ることはない。た

だ、日本と同じ感覚で野菜や飲み4勿 を標ってしまいがちだが、生も

の生水は、下痢を起こす確率が高いことから、十分注意する必要が

ある。これらに注意しても、インドで下ディlになることはあたりまえ

のように経験する。

◆日本から持参した食料一覧と水の管理について

ジャムナガールの作業現場では、白炊をしなくてはなりません。

昼食用に日木でH苗入して持参したものを記録しておきます。

常1社保管可 nヒなど飯 (サ トウのご飯 )、 晴牛の行詰、ふりかけ、

1黄け物、l厚十し、にんにくのスタミナ演け、ミカンなどのフルーツ

の缶言占、カップラーメン、ポカリの粉末、エネルケン粉末。 2001
年の経験にもとづき購入持参したが、塩などのぃ十1味料、割り告を忘

れてしまった。カップラーメンは、複数の種芥Hを賠人していったが、

バラエティがあり好Prだ った。次年度へのアドバイスしては、備な

どのおかずになる缶詰とミカンなどの缶詰は、毎日食べれるくらい

の量を持参することコ演け物類も好評であり、にんにく、キュウリ

の他、らっきょうや梅干しを数多く持参することが望ましい。水は、

ペットボトルのミネラルウォーターを現地で貼入できるが、みんな

で 1木をまわしのみをするのが現状であった。感染症防 Iにのために

も1人 1本づつ確保させるか、専用のペットボ トルを持参させ、配

分する方式にすべきであろう。
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資 料

参加呼びかけのパンフレット

新聞記事

A Manual for]Building Earthbag Shelter
(アースバッグシェルター建築マニュアル)
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【資料一参加呼びかけのパンフレット】

200'字 すガ ノロクラ払

ICRS国 際参加プロジェク ト 加 力 加肪

イ ン ド農村部 にお ける地震被 災地の復興救援活動 (継続 )
プロジェク トの理念

国際今加プロジェクトは、

地域文化研究センターの「国際今加」プログラム推進部門が企画実施しています。

地域文化研究センターの 「国際参加」プログラム推進部門は、天理大学の
「
建学の精神 J坤 を教学協

働のもとに実践する教育研究の場として、国際参加と他者への貢献を通 して、地球規模で共有、好決 し

ていかなければならないグローバル・イシューに触れ、地球人として一人ひとりが自覚し、個人ならび

に組 l嘲(と して行動できる実践力を培 うことを目的としています。

2003年 8月 、イン ドにおけるプロジェク トとは、
2001年の 1月 、イン ド西部グジャラー ト地方において起こった地震の被災地救援活動のために事前視
察を踏まえて、道センターが主導 して現地 NGOと の協力のもとに 2001年 8月 、有志の学生 とともに被
災地の人々が必要 とする建築モデル、 日本庭国、チェックダムづ くりのために汗を流 してきま した。被

災地のなかでも農村部は、復興のための行政の手が充分でなく、2003年 度 もその継続活動 として、2002
年 Ю 月に復興された小学校の敷地内にアースパ ックを用いた図書館、農業用水確保に欠かせないチェッ

クダム (コ ンクリー トの堰)や穀物倉庫などをつ くります。また、チェックダムによる農業用水確保が農

作物に与えた影響を現地大学 と共同で研究することにも着手 します。

本プロジェクトに今加するには、
本プロジェクトの趣音に賛同し、事前の研修会や参加学生同士の準備活動に積極的に参加できる本大

学の学生であれば学年、学部をとわず参加が可能です。ただ、1回 あたりのプロジェク ト学生定員 (20名 )
があります。

参加にあたつては、渡航経験、信者であるかどうかや語学力は聞いません。いわゆる語学研修や異文

化体験のツアーとは異なります。将来、国際的な関わりを持ちたい、国際 NGO等 で仕事をしたいと思っ
ている方、貧困、内紛や人災等の災害で囚つている地域で自分のできることで役に立ちたい思っている
方、貧困国や P婦 発途上国でその地域の社会と暮 らしに触れ、自分がどう思 うか確認したいと思っている
方、天理教の精神を掲げた天理大において海外での宗教的精神にもとづく活動に参加 したいと思ってる
方、等、一人ひとりが自覚的、自発的に共に学び 「他者への献身 Jに結びつけたい気持ちをもつている
いることが必要です。

本プロジェクトに今加した者は、

「国際協力由 (実胃を含む )」 の2単位が露定が可能です―但し2003年 8月 の今加者のみ 。
事前、事後研修を含む本プロジェク トに参加 した本学学生で、希望。申請すれば 1～ 4学年全学開放科
日として 2003年 度から開詰される 「国際協力論 (実習を含む)J2単位が認定されます (H15年度のみ),

後援会も応援
本プロジェク トは、在学生の保証人 (両親等)の組織である後援会からも積極的な応援をいただいてい
ます。200]年 のプロジェク トでは全ての後援会会員の子弟に対 して参加を要請する葉書を送付いただく
とともに補助金をいただいています。

キ1):建 学の精神 とは (2001年 、H1377)

親神 は、「陽気 ぐらしJを ともに楽 しみたい と思召 されて、人間世界を創造 され た。
教祖 は、この元 なる親神 の存在 と、世界一列 き ょうだいの真 実を明か し、「ひなが たJの 道 を通 して、互いにた
すけあ う生 き方 を示 された。

本学は、教祖の教えに基づいて、「陽気 ぐ らしJ世界建設 に寄与す る人材の養成 を使命 とす る。
建学の精神 にもとづ く教育 目標

本学は、人間のふ るさとである 「ぢばJの志 まれた宗教的環境 の もとで、祈 りと献身の生活 を基盤 とす る教員
職 員、学生のふれあいを通 して、豊 かな教養 を l本得 させ 、専門的学識 を授 けることを 目標 とす る。

そのため 、本学は人間学部 、文学部 、国際文化学部 、体育学部 を設置す る とともに、学際領蚊研究の場 を提供

し、各人の質質 を引 き出 し、伸 ばす ことを 目指す。
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【資料一新聞記事】
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突

磯
す
る
枚
台
研
究
の
拐
Ｌ
し

て
企

―‐―‐―
≦
れ
た
■，
の

コ
ヘ
′
同

は

、　
一
昨
年
８
月
に
同
地
方

て
生
地
し
た
昂

―
―‐‐―

フ
ロ
シ

‐ヽ．
ク
ト
に
批
卜
、

２
川
Ｈ
の

爪

珀
と
な

っ
た

。

円
発
に
先
立
ｒＬ
、
１
＝
に

Ｗ
５
Ｈ

‐ＩＪＩ

、
学
生
た
ち
１
‐
に
た

即
人
オ
出
発
．
本
部
帥
購
に

参
＝
し
た
監
、
価
ホ
尺
人
■

卜

や

孜

い

ら

に

児

送

‐ち

油

て
、
十． ‐
山
川
除
牛
絆

へ
と
向

か

０
た

。

川
川
て
は

、
十‐４
午
的
川
ｔ

復
Щ
●
れ
た
小
学
後
の
吸
地

内
に
耐
霊
＝

の
曲
い
卜

の
う

オ
・削
み
卜

μ
た
図
占
鯖
オ
れ

る
，
疋

「
よ
た

、
胆
業
用
水

確
保

の
た
め

の
卜

一
ノ
″
々

一　
カ
て
、
住
民
の
白
立
純
幽
に
　
１二
人
学
内
て
一＝
旭
隊
の
任
命
　
ム
や
Ｈ
ネ
肛
劇
ん
ど
ｒ，
Ｆ
川

‐ｒ‐１
け
た
救
援
活
Ｗ
を
行
う
こ
　
れ
よ
び
結
削
式
が
什
わ
れ
、
　

け
る

・こ
と
に
し
て
い
為
ｉ

救
援
活
動
に
単
位

天
埋
大

（奈
良
県
天
理
市
）
は
、
イ
ン
ド
西
部
地
震
の
被
災
地
敗

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
学
生
に
屈
修
単
位
を
認
め
る

一
国
際

協
力
論
」
譜
座
を
開
設
し
、
十

一
日
午
後
、
般
初
の
甜
義
を
行
う
。

早
稲
剛
大
で
も
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
企
画
し
、
正
規
の
前
義
に
組

み
込
む
制
度
を
ス
タ
ー
ト
Ｄ
大
学
が
取
り
組
む
新
た
な
国
際
協
力
と

し

て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。

上 の うシ ェル

タ ーを迫 る学 生 ら (200,年 8月 )― 天 ,11大提供

同
地
縫
は
二
〇
〇

一
年

一
月

に
起
さ
、
約

二
万
人
の
極
牲
者

を
出
し
た
。
天
理
大
の
数
援
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
震
源
地
グ
ゾ
十

ラ
ー
ト
州

で
同
年
八
月
か
ら
行

わ
れ
、
先
月
に
も
学

生
と
致
風

め
に

一上
の
う
シ
ェ
ル
タ
ー
」・

を
設
け
て
き
た
。
上
の
う
を
積

み
上
げ
、
昼
根
を
付
け
た
簡
単

な
家
で
、
同
大
お
や
さ
と
研
究

所
の
井
土
昭
夫
所
長
ら
が
考

察
。
安
価
で
耐
経
性
に
も
経
れ
、

普
及
さ
せ
や
す
い
。
高
さ
約
二

房
、
幅
十
八
材
の
小
型
の
沼
泄

用
ダ
ム
も
建
設
し
た
。

「
国
際
協
力
論
」
は
全
学
部

の
学
生
が
対
象
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
界

者
ら
の
説
義
を
開
き
、
各
地
の

漕
軸
例
や
イ
ン
ド
の
社
土
背
景

を
学
習
し
た
一つ
え
で
八
月
に
約

二
週
間
、
夙
地
で
作
業
す
る
。

展
修
し
た
学
生
に
は

三
単
位
を

留
定
す
る
。

早
稲
田
大
オ
ー
プ

シ
教
育
セ

ン
タ
ー

で
も
、
全
学
生
を
対
象

に
カ

ン
ポ
ジ
ア
の
追
跡
の
周
辺

整
肺
や
、
パ
キ

ス
タ

ン
の
ア
フ

ガ
ン
雖
民
キ

ャ
ン
プ

で
の
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
誹
紙
と
組
み
合
わ

せ
、
単
位
認
定
す
る
。

脇
力
も
、
日
本
で
は
致
員
の
個

人
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ

て
い
る
の

が
実
梢
。
井
上
所
長
は

「
汗
を

流
し

て
物
を
作
れ
は
、
他
者

ヘ

の
賞
献
を
体

で
覚
え
、
生
き
た

社
会
を
学
ぶ
場
に
な
る
は
ず
」

と
い
う
。

枷攘
　『灘胸”勒韓船
畔蜘弾叫呻』

■
生
た
′
，
欧
Ｊ～
‐
！
地
ｔ
ｉ
川

門

府

ｔ，

の
昨

■

仕

行

「
た

後

、
円
Ｈ
ｔ
帰

‐Ｉｔｌ
す
る
．Ｉ
止

(2003年 4月 11日 ・読売新聞)
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A IⅥanualfor Building Earthbag Sheiter

A:Lining a Circle
By following thc construction drawing,itis ncccssary tO draw a core Lnc(ccntCr linc for wa11)on a

consttucion site.

(1)Draw Circleく see Figure l>

1.Crcatc a ccntcr of cと cle and nail a stccl Post TiC a ropc atthc cnd of pole.

2 Tic a stccl polc atthe other end ofropc

3 Thc lcngdl of out― stretchcd ropc will bc thc radius of circlc(shcltCr),

4 By sttctchng the ropc,dra、 v a circlc with a stccl pole attached to thc othcr cnd of ropc,just like

mttng a circle、 vith a compass

5 The core stecl pOlc in thc nliddlc of circle will bc thc guidclinc whcn Plling tllc caHhbag Thc

center pole should rcmain as ltis

(2)Draw Straight Line
l.Nail polc at both cnd of sttaight linc and afflx a ropc <see Figure l>

くFigure l>

*Attention:

(1)A circlc hnc dlawn by stccl polc w担 l disappcar casily.It is ncccssary to rcdraw a circle with

color spray paint`

(2)A steel pole postcd on a ground can bc invisible to thc cyc and may causc ittllry Cowcr thcttop of

polc witth a whitc cloth or wrap with anything wisiblc <see Figure 2>

くFigure 2> ′́

A Manual aor Buttlding Earthbag sheiter
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B.Ⅳ【aking Foundation
(1)r onc flnds a sitc(foundation),WhiCh is alrcady

wcll cstabhshcd therc is no nccd to makc a nc、 v

foundation

(2)If thC Surface of carth is soft,it is ncccssary to

flrol up(strikC)thC fOundation くsee Figure 3>

l Using p五 ntcd circlc linc as a ccntcr,draw two

parallcl lincs on both sidc,15cnl cach

2 Dig 30 cm dcep,thc domain inside thc t、 vo

parallcl lincs to makc a ditch

3 Fill the ditch with inacadam

4 Sttcngthcn(h″ dcn)hC maCadam alca wi血

a tanlpcr くsee Figure 4>

5,by using lcvchng instrumcnt,makc surc that

dhc macadam surfacc is icvel

くFigure 3>

t

G阿

くFigure 4)

Attentioni

Kccp thc dirt,dug out、 vhcn maLng thc ditch

(fOr fOundation),at a Flxcd Placc.This matclial

can latcr bc uscd to f11l the ealtlabags

tamper

macadam
「

ヨ

C.ⅣIix CeHlent

(1)A ratio of carth/sand 907ο ,watcr 57ο and

ccment 5σ/ο is a fundamental rnixturc pcrccntagc.

To♂yoid inconsistcncy in dcnsity,庄 uX thC

contcnt、vc■  In principlc,usc this lnixturc

for a basic e創直hbag contcnt. くSee Figure 5>

<Figure 5>

water 5° /。

90%

Howevcr,if thc carth/sand contains cnough

moisturc,it、vill not bc nccessary to add watcr.

cement S%

Attention:

(1)For a silnplc typc of wan,itis not ncccssary to Hlix thc ccmcnt in thc flll nuxture

(2)For opcnings,whcrc greatcr forcc will frall,hc ratio pcrccntagc of mixturc

will bc di∬ crcnt fronl thc onc lncntioncd abovc This、vill be cxplaincd later

A Manual lor Buildang Sheher
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Do Londing Earthbags(1)
Eaばthbags arc usually madc of polypropylcnc,

howcvcL dcpcnding on rcgion you arc、 vorほng,

onc can usc chcapcritcms for bags,、vhatcver

availablc. For cxample,hcnap bags fof fllling

grains or Burlと p sacks

<Figure 6>

(1)Normal Casc
l Fillthc bag with al■ ]ixturc and close thc

top by pulling sttings,ho、vcver no nccd

to knot the strings

2.Pavc thc bags and lnakc surc that thc bags

郎c tightly lincd togcttci Kccp thc strings

of bags out(dO nOt hide bet、 vccn thc bags)

thc strings、vill bc uscd later to kccp thc

pasting foundation in placc、 vhcn plastcring

thc、vall <sce Figure 6>

3.Lay thc bags as with bricks,so thattthcjoints

ofprcwious row will notline with thc joints

of nextrow. Thc bags ofthc ncxtro、 v will

くFigure 7>

covcr thc Joints Of thc prcvious ro、 v <see Figure 7>
4 Do not forgctto pokc thc corncrs of bags so

That thcrc、viJ bc no pointcd corncrs. くsee Figure 8>
X

くFigure 8>

0
× ○

(2)Casc Of Piling Ea】 thbags Around thc Opcning Arcas

l.Add 107ο  of ccmcnt to thc 1lnixturc ratio,instcad of 57ο  lnentioncd above,

2.Shttc and constructthc board and attust10 hC Opening.

3.For cntrancc,pJc thc bags so that an back side Of bags、 vlll face(not thC Closcd

stting side)as shOヽ Vn in Figurc 9  くsee Figure 9>

くFigure 9>

○ X

A Manual aor Building Earthbag sheiter
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E.Loading Earthbags(2)
(1)Aftcr Laycl・ s arc D】

・awn,

1.In case of circular shcltcr,11lcaSurC and

conirn thc cqual disttancc of circlc、 vith

<Figure 10>

a ropc ticd to thc ccntcr po〕 c <see Figure 1 0>

2 1n casc of stJaight lincs,as、vith a circlllar linc,

aftcr bags arc ia placc itis neccssary to tampCr

the■l as to kccp thc bags tightly ill placc

<see Figure ll>

3.Aftcrtampcring thc bags,Inake sure that thc

Top surfacc is lcvcl by using lcvcling dcvice

<see Figure l刊 >

<Figure ll>

tamper
|

(2)Piacing Barbedヽ Virc<see Figure 12>

Aftcr cach laycl・,usc thc ba】
‐bed wirc(a stand Or two)tO tiC tthc bags together For

close―in bags,usc t、、′o strand of、 virc for the rest onc strand is cnough.

くsee Figure 1 3>

くFigure 12> <Figure 13>

-1

A Manual lor Building Earthbag Sheiter
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(3)Placing Bags on Top of Barbcdヽ Virc

Whcn placing bags on top of barbcd、 virc,

Arst placc a boald on top of barbcd wirc

Placc a bag on top ofthc board in right

position、vithout gctting thc bags rippcd

up by thc barbcd、 virc. This、vay,you

will avoid nustakcs. Evcn if you makc

a mistakc,you can reattuStthc bottd

to a right placc

くFigure 14>

(4)Continuc Piling and Laytting the Bags
l.Basically,just rcpcat the abovc proccss

2.Aftcr t、vo laytts cach,chcck also thc

pcll)cndicular line,using a ropc ticd

M/i■l a stonc or、vith a rncasuring

stick くsee Figure 15>

3 AttustthC gap by hitting hc bags with

A manctto kccp thc pcttcndiCular

Linc ln ordcr くFigure 1 5>

(5)Whcn Piling Earthbags on a High Placc
When piling bags on high Places,flrst ill

only 1/3 ofthc bag. The rcmaining flll

mixturc should bc putin a can and handcd

to thc pcrson standing on top of pllc, It

is prcfcrablc to ill thc bags in position to

avoid picking up and lnOwing hcavy bags,

、vhich lnay sttain your back. くsee Figure 16>

くFigure 16>

由
甲

◆ 吟

A Mamuallor Sheiter
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F:Building Earthbag Dome
(1)Draw out a plan,thc onc twcndcth

(1/20)sizC Of lllc actual donc,and illustratc a radius of cach laycr

of bags

(2)Mよc a COmpass
l PJ・ ovide lnctを し1lic Parts:

a.卜′二ctallic PaJt、 vith a、 vhccl for a nnovablc chair, Rcmovc thc、 、heel

くsee Figure 17>

b.L― shaped mcta■ ic part くsee Figure 1 8>

c.Ring― typc llnctallic part to fastcn hoscs,pipcs,etc

typc of part,which can attust thC fastcning <see Figure 19>

2 Provide woodcn parts:

d.Piccc of wood for a foundation of compass, Wood piccc to

bc placcd at thc ccnter of circlc arc. <see Figure20>

e.Piece of wood forthc radius of compass Wood Picce to chcck

and 1lncasure thc radius of pJcd bags, /ヽ1atcrial likc bamboo,thin and

strong,is、vcll suited くsee Figure 2司 >

くFigure 17>

h/1etalic part a

くFigure 1 8>

Metalic part b

くFigure 1 9>

Metalic part c

くFigure 20>
Wood d

くFigure 21>
Wood e

くFigure 22>

3.ふ/1aking Compass

―InstaW mctallic Part(a)On tOp of M/ood Piccc(d)<See Figure 22>
-lnstall、、ood Piccc(d。 )at thC CCntcr of ciJ・ ctc Makc surc thatthc

hcight of、 vood piccc is sanle as thc starting point of dome roof

<Figure 23>
―Fix wood piccc(c)10 thC mctallic part(a)Make surc thatthc

、vood Piecc(C)iS InOvablc <see Figure 24>
―Fix mctalhc part(c)tO WOOd piccc(c。 ). <See F'9ure 25>
―Draw ntinlbcrs on thc、 、ood Piccc

”
‐
　
，
′

くFigure 24> <Figure 25>

くFigure 23>

ゝ

A Manualaor Building EaHhbag Shelter
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(3)Pilc thC Earttbags

l,Plling Onc laycr at a timc is samc proccdurc as above,howevcL you

must bc cspccittly cvcful to thc change Of arc pcr layc■

くsee Figure 26>

くFigure 26>

´  ザ

2 At cach pilc of ttc,match colnpass mctallic PiecC(b・ )With mctallic

Piccc(c) By putting lnctalhc piccc(b.)tO thC laycr,onc can
mcasurc and chcck thc arc <see Figure 27>

3 Two strands of bal・bcd wirc for thc archcd layers
<Figure 27>

4.Atthc top of domc,thc radius curvaturc of carttbags、 vlll be

rcally tight, Rcducc thc amount of in■ 五xturc in each earthbag,

■lal(ing thc sizc of c■ lthbag smallcr. <see Figure 28>
Hゝ

くFigure 28>

吟

X

♂
0
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